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序第
一
章　

近
世
大
阪
と
漆

一
、
漆
商
の
ま
ち
近
世
大
阪

二
、
近
世
大
阪
に
お
け
る
漆
器
製
作
と
販
売

第
二
章　

近
代
大
阪
と
漆

一
、
資
料
に
見
る
大
阪
漆
工

　
（
一
）
共
進
会
と
博
覧
会
の
報
告
書
に
み
る
大
阪
の
漆
工

　
（
二
）
雑
誌
記
事
に
み
る
大
阪
の
漆
工

二
、
近
代
大
阪
に
お
け
る
漆
器
制
作　

　
（
一
）
漆
器
商
と
輸
出

　
（
二
）
芝
川
又
右
衛
門
と
日
本
蒔
絵
合
資
会
社

　
（
三
）
武
者
小
路
千
家
十
二
世
愈
好
斎
好
み
の
茶
道
具

結
語

序

　

平
成
二
十
年
宮
島
久
雄
先
生
を
中
心
に
、
数
人
が
集
ま
り
大
阪
近
代
工
芸
に

関
す
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
資
料
収
集
や
聞
き
取
り
な

ど
を
行
っ
た）

1
（

。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
で
日
本
漆
工
史
の
視
点
か
ら
は
殆
ど
と

り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
阪
の
漆
工
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
例
を
あ
げ
る
と
、
経
済
史
に
お
い
て
は
既
に
既

知
の
こ
と
だ
が
、
近
世
大
阪
が
漆
の
集
積
地
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

明
治
に
入
る
と
大
阪
の
漆
器
卸
商
は
金
沢
や
京
都
か
ら
漆
工
を
集
め
、
輸
出
を

視
野
に
い
れ
た
蒔
絵
の
制
作
を
開
始
し
、
な
か
で
も
実
業
家
芝
川
又
右
衛
門
は

良
質
の
作
品
を
作
る
蒔
絵
師
を
養
成
す
る
学
校
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
。
大
正

末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
柴
崎
和
岬
は
大
阪
を
本
拠
に『
日
本
漆
器
新
聞
』

を
刊
行
し
た
こ
と
。
そ
し
て
実
業
界
の
興
隆
と
と
も
に
数
寄
者
が
増
え
、
茶
道

具
を
制
作
す
る
職
方
と
し
て
漆
工
が
大
阪
に
移
り
住
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
当
然
な
が
ら
こ
れ
ら
の
事
象
は
断
片
的
に
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
ど
の
よ

大
阪
と
漆
工

土　

井　

久　

美　

子

１ 　
『
二
○
○
九
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財
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う
に
交
錯
し
な
が
ら
大
阪
の
漆
工
界
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
は
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
市
史
や
区
史
な
ど
近
代
に
編
纂
さ
れ
た
大
阪
関
係
の
史
書
の
記

述
、『
漆
と
工
芸
』
や
『
日
本
漆
器
新
聞
』
な
ど
漆
器
関
係
の
雑
誌
記
事
、
内

外
の
博
覧
会
、
共
進
会
、
展
覧
会
に
関
す
る
報
告
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
漆
に
関

す
る
資
料
を
整
理
し
、
大
阪
に
お
け
る
江
戸
か
ら
明
治
、
大
正
期
に
か
け
て
の

蒔
絵
師
や
塗
師
の
動
向
を
整
理
し
、
当
時
の
大
阪
漆
工
界
の
状
況
に
つ
い
て
ま

と
め
た）

2
（

。
第
一
章
近
世
大
阪
と
漆

一
、
漆
商
の
ま
ち
近
世
大
阪

　

近
世
に
お
い
て
大
阪
は
水
陸
交
通
の
要
に
あ
り
、
金
融
・
物
流
の
中
心
地
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
阪
に
は
各
地
で
生
産
さ
れ
た
様
々
な
物
資
が
集
ま
り
、

そ
こ
か
ら
再
び
全
国
へ
と
送
り
出
さ
れ
て
い
た
。
大
阪
を
経
由
し
て
流
通
し
た

主
用
な
原
材
料
の
一
つ
に
、
油
、
薬
種
、
銅
な
ど
と
な
ら
ん
で
漆
が
あ
っ
た）

3
（

。

　

大
阪
に
初
め
て
漆
を
扱
う
商
人
が
現
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
。
し
か
し
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）
に
は
、
近
江
、

京
都
、
堺
へ
漆
販
売
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）、

戦
禍
を
避
け
て
紀
州
、
堺
に
避
難
し
て
い
た
漆
屋
仁
右
衛
門
（
島
本
休
味
）
が

大
阪
に
戻
り
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
没
す
る
ま
で
北
久
太
郎
町
で
漆
商
を

営
ん
で
い
た
。
ま
た
仁
右
衛
門
に
は
三
人
の
息
子
が
お
り
、
長
男
は
仁
衛
門
、

次
男
は
治
郎
右
衛
門
、
三
男
は
弥
三
右
衛
門
と
い
い
、
い
ず
れ
も
明
暦
年
間（
一

六
五
五
〜
一
六
五
七
）
に
吉
野
屋
を
な
の
っ
て
大
阪
で
漆
を
商
っ
た
こ
と
な
ど

が
伝
え
ら
れ
る）

4
（

。『
漆
商
旧
記
』
に
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
大
阪
町
奉
行

久
貝
正
俊
が
漆
屋
仁
左
衛
門
、
漆
屋
治
郎
右
衛
門
、
漆
屋
弥
三
右
衛
門
の
三
人

に
漆
を
商
う
免
許
を
与
え
た
と
記
さ
れ
る）

5
（

。

　

江
戸
期
の
漆
は
国
産
と
、唐
漆
と
よ
ば
れ
る
中
国
か
ら
の
輸
入
品
が
あ
っ
た
。

大
阪
に
集
積
し
た
国
産
漆
は
主
に
越
前
、
越
後
産
で
あ
り
、
丹
波
、
丹
後
、
伊

勢
、
吉
野
な
ど
が
若
干
含
ま
れ
て
い
た
。
当
初
大
阪
商
人
は
こ
れ
ら
の
産
地
の

「
山
方
漆
搔
（
以
後
漆
搔
と
記
す
）」
に
直
接
資
金
を
貸
与
し
漆
を
収
穫
さ
せ
、

人
を
派
遣
し
荷
を
取
り
寄
せ
大
阪
で
売
買
し
て
い
た
。と
こ
ろ
が
元
禄
年
間（
一

六
八
八
〜
一
七
〇
三
）
頃
、
漆
搔
に
し
ば
し
ば
不
正
が
行
わ
れ
た
た
め
、
資
金

を
漆
搔
に
直
接
渡
す
こ
と
を
中
止
し
た
。
そ
し
て
漆
掻
の
仲
介
者
と
し
て
大
阪

か
ら
商
人
を
派
遣
し
、
山
方
案
内
人
と
称
す
る
そ
の
商
人
に
資
金
を
融
通
し
、

山
方
案
内
人
が
持
ち
帰
っ
た
漆
を
出
資
者
が
分
配
す
る
と
い
う
形
式
を
と
る
よ

う
に
な
っ
た
。
大
阪
で
は
出
資
者
を
「
漆
仲
買
」
と
い
い
、
仲
介
す
る
山
方
案

内
人
を
「
漆
問
屋
」
と
よ
び
、
そ
の
両
者
を
「
漆
商
」
と
称
す
よ
う
に
な
る
。

漆
仲
買
は
小
売
と
卸
売
を
兼
ね
、
産
地
か
ら
仕
入
れ
た
生
漆
を
精
製
加
工
し
塗

師
職
に
販
売
し
た
。
一
方
中
国
産
の
輸
入
漆
は
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七

〇
三
）
頃
に
な
る
と
、
毎
年
中
国
か
ら
長
崎
に
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
長
崎
下
り

２ 　

報
告
書
に
掲
載
し
た
資
料
を
も
と
に
江
戸
期
か
ら
大
正
期
ま
で
の
大
阪
に
お
け
る
漆

工
関
連
の
事
項
を
ま
と
め
表
３
年
表
に
し
た
。
昭
和
か
ら
現
代
に
か
け
て
は
今
後
さ
ら

に
調
査
し
た
い
。

３ 

『
商
人
の
舞
台
－
天
下
の
台
所
・
大
阪
』p.48　

平
成
八
年
、
大
阪
市
立
博
物
館
に
簡
略

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
近
世
大
阪
は
「
大
坂
」
と
表
記
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
総
て
大
阪
と
し
た
。

４ 　
「
大
阪
漆
商
の
沿
革
」『
漆
の
あ
ら
ま
し
』p.5

昭
和
四
十
六
年
、
鳴
神
株
式
会
社

５ 　
『
東
区
史
』
第
三
巻　

p.436

に
漆
商
旧
記
か
ら
の
抜
粋
と
あ
る
。『
漆
匠
旧
記
』
に
つ

い
て
は
山
田
博
利
氏
が
一
九
七
一
に
刊
行
さ
れ
た
『
漆
匠
旧
記
│
漆
商
舊
記
：
附
・
大

阪
漆
仲
間
定
嶋
本
家
由
緖
書
留
│
』
が
あ
る
。
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商
人
を
経
由
し
て
大
阪
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
も
ま
た
漆
仲
買
に
よ
っ
て

加
工
販
売
さ
れ
た
。
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
五
）
に
は
朝
鮮
半
島
産

の
漆
の
販
売
も
は
じ
ま
っ
た
。

　

延
宝
七
年（
一
六
七
九
）、
大
阪
に
お
け
る
漆
を
商
う
商
人
の
数
が
増
加
し
、

販
売
競
争
が
激
化
し
た
た
め
、
商
い
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
二
十
軒
の
漆
商
が

集
ま
り
「
戎
講
」
と
い
う
漆
仲
間
、
い
わ
ゆ
る
同
業
者
組
織
を
結
成
し
た
。
と

こ
ろ
が
漆
商
の
興
隆
に
と
も
な
い
新
規
参
入
の
漆
商
が
増
加
し
、
新
参
者
が
別

に
住
吉
講
を
結
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
商
い
の
円
滑
を
計
る
た
め
寛
延

四
年
（
一
七
五
一
）
住
吉
講
と
戎
講
が
戎
講
の
一
本
に
統
合
さ
れ
た
。
弘
化
三

年
（
一
八
四
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
買
物
独
案
内
』
に
は
「
諸
漆
所
」
と
し
て

南
本
町
三
丁
目
い
ず
み
や
善
兵
衛
、
南
久
太
郎
町
堺
筋
西
入
吉
野
屋
嘉
兵
衛
、

北
久
宝
寺
町
な
に
は
橋
西
入
吉
野
屋
善
兵
衛
、南
本
町
四
丁
目
よ
し
乃
や
善
助
、

南
久
太
郎
町
な
に
は
橋
入
黒
川
屋
三
右
衛
門
、
博
労
町
な
に
は
橋
南
入
吉
野
屋

太
郎
兵
衛
ら
の
漆
商
が
あ
げ
ら
れ
る
。戎
講
に
加
わ
っ
た
商
人
は
延
宝
七
年（
一

六
七
九
）
に
二
十
軒
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
は
三
十
軒
、
天
和
元
年
（
一

六
八
一
）
に
二
十
四
軒
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
は
三
十
三
軒
、
享
保
十

五
年
（
一
七
三
〇
）
に
は
四
十
七
軒
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
五
十
六

軒
で
あ
っ
た
。
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）、
大
阪
漆
商
組
合
と
名
称
を
変
え
、

明
治
・
大
正
期
・
昭
和
初
期
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
漆
液
の
統
制
が
始
ま
る
ま
で

続
い
た）

6
（

。

二
、
近
世
大
阪
に
お
け
る
漆
器
製
作
と
販
売

　

近
世
大
阪
の
商
業
の
中
心
地
は
船
場
を
含
む
旧
大
阪
市
東
区
で
あ
っ
た
。
そ

の
歴
史
を
記
し
た
『
東
区
史
』
第
四
巻
文
化
篇
〈
資
料
⑩
〉
は
「
大
阪
丼
池
筋

に
は
古
く
か
ら
春
慶
塗
の
雑
器
を
作
る
店
が
あ
っ
た
。」
と
記
す）

7
（

。
春
慶
塗
は

漆
塗
り
の
技
法
の
一
つ
で
、
素
地
に
透
き
漆
を
か
け
、
木
目
な
ど
素
地
の
風
合

い
を
生
か
し
て
塗
る
技
法
で
、椀
や
盆
な
ど
実
用
の
器
の
制
作
に
用
い
ら
れ
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
丼
池
筋
と
は
、
現
在
、
大
阪
の
南
と
北
の
繁
華
街
を
結
ん
で

走
る
御
堂
筋
の
二
本
東
側
に
江
戸
期
か
ら
あ
る
筋
で
あ
る
。

　

十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
大
阪
の
地
誌
『
懐
中
難

波
す
ず
め
』（
延
宝
七
年
〈
一
六
七
九
〉
三
月
）、『
増
補
難
波
す
ず
め
跡
追
』（
延

宝
七
年
五
月
）、『
難
波
鶴
』（
延
宝
七
年
七
月
）、『
難
波
鶴
跡
追
』（
延
宝
七
年

八
月
）、『
難
波
丸
』（
元
禄
九
年
〈
一
六
九
六
〉
四
月
）
に
は
、「
塗
物
類　

難

波
ば
し
す
ぢ
」、「
ぬ
し
や　

順
慶
町
」、「
わ
ん
家
具　

堺
す
ぢ
」、「
わ
ん
家
具

　

真
斎
橋
順
慶
町
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
即
ち
、
塗
物
類
を
取
り
扱
う
店
は
難

波
橋
筋
に
、
塗
師
屋
が
順
慶
町
に
、
椀
・
家
具
を
扱
う
店
が
堺
筋
と
心
斎
橋
筋

順
慶
町
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
塗
師
屋
」
は
漆
塗
を
行
う
職
人
を
さ
す
。

そ
し
て
「
塗
物
類
」、「
椀
家
具
」
と
記
さ
れ
る
業
者
は
漆
塗
の
道
具
を
製
作
販

売
、
ま
た
は
販
売
し
て
い
た
店
で
あ
る
。「
堺
筋
」「
難
波
橋
筋
」「
心
斎
橋
筋
」

は
江
戸
期
に
商
業
の
中
心
で
あ
っ
た
船
場
を
南
北
に
走
る
道
で
、東
か
ら
堺
筋
、

難
波
橋
筋
、
そ
し
て
数
本
西
が
心
斎
橋
筋
と
な
る
。
一
方
順
慶
町
は
東
西
に
走

６ 　
『
漆
の
あ
ら
ま
し
』p.7　

よ
り
以
下
抜
き
書
き
。「
こ
の
戎
講
は
明
治
十
五
年
、
大
阪

漆
商
組
合
と
名
称
を
変
え
、
明
治
・
大
正
期
・
昭
和
初
期
ま
で
続
い
た
。
大
阪
漆
商
組

合
は
昭
和
十
四
年
、
戦
争
の
影
響
に
よ
り
関
西
漆
精
製
工
業
組
合
と
な
り
、
原
材
料
の

入
手
、
精
製
漆
の
配
給
ま
で
総
て
が
統
制
さ
れ
た
。
終
戦
後
昭
和
二
十
二
年
、
多
く
の

業
者
が
廃
業
す
る
な
か
、
残
っ
た
業
者
に
よ
っ
て
大
阪
製
漆
組
合
が
再
結
成
さ
れ
た
。

し
か
し
原
材
料
の
入
手
困
難
の
状
況
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
統
制
は
終
戦
に
よ
っ
て
↘

↙ 
も
解
除
さ
れ
ず
、
昭
和
二
十
五
年
ま
で
続
い
た
。
統
制
が
解
除
さ
れ
て
も
、
漆
に
か
わ

る
代
用
塗
料
や
化
学
塗
料
の
出
現
に
よ
り
漆
の
需
要
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
、
大
阪
で

商
わ
れ
る
漆
の
量
も
激
減
し
て
し
ま
い
、
現
在
で
は
僅
か
に
数
軒
の
漆
商
が
大
阪
に
遺

る
の
み
と
な
っ
て
い
る
」

７ 　
『
東
区
史
』
第
四
冊
文
化
篇
、
第
二
章
芸
術
、
二
漆
工
藝
附
陶
磁
工
藝
。
旧
東
区
は
一

九
八
九
年
に
旧
南
区
と
統
合
さ
れ
中
央
区
と
な
っ
た
。
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る
道
で
あ
り
、
船
場
の
南
限
を
東
西
に
流
れ
る
長
堀
川
に
近
い
。
こ
れ
ら
の
記

述
の
う
ち
東
西
、
南
北
の
筋
か
ら
位
置
を
割
り
出
せ
る
の
は
「
椀
家
具　

心
斎

橋
順
慶
町
」
の
記
述
で
あ
る
。
前
述
の
『
東
区
史
』
に
記
さ
れ
た
丼
池
筋
は
心

斎
橋
筋
の
一
本
東
側
の
通
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
斎
橋
あ
る
い
は
丼
池
筋
の

順
慶
町
の
あ
た
り
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
椀
や
家
具
な
ど
日
用
品
と
し
て
の

漆
器
を
製
作
し
販
売
す
る
店
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

　

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
大
阪
の
医
師
寺
島
良
安
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た

百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
巻
三
十
一
「
包
厨
具
」
の
「
盌
」
の
項
目
に

は
「
今
モ
亦
攝
陽
順
慶
町　

漆
椀
家
多
有
之
」、「
江
州
日
野　

紀
州
根
来　

同

黒
江　

奥
州
会
津　

摂
州
大
坂　

同
堺　

京
師　

皆
作
之　

其
根
来
椀
最
佳
今

絶
不
出
以
京
大
阪
之
椀
為
上
」
と
あ
る）

8
（

。
つ
ま
り
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
も
前

出
の
地
誌
の
記
述
と
同
じ
く
、
順
慶
町
に
漆
椀
を
売
る
店
が
多
く
あ
っ
た
と
記

さ
れ
る
。
加
え
て
大
阪
が
日
野
（
滋
賀
県
）、
根
来
（
和
歌
山
県
）、
黒
江
（
和

歌
山
県
）、
会
津
（
福
島
県
）、
京
都
（
京
都
府
）
と
な
ら
ん
で
漆
椀
の
産
地
で

あ
っ
た
こ
と
。
根
来
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
京
と
大
阪
の
椀
が
上
手
と
さ

れ
て
い
た
な
ど
、
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
椀
生
産
地
と
し
て
の
大
阪
の
姿
が

え
が
か
れ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』に
記
さ
れ
る
他
の
産
物「
日
野
椀
」、「
根
来
」、

「
黒
江
塗
」、「
会
津
漆
器
」、「
京
漆
器
」
に
つ
い
て
は
既
に
各
所
が
漆
器
産
地

と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
し
か
し
大
阪
と
堺
が
江
戸
時
代
に
椀
の
産
地
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。

　

大
阪
の
旧
市
街
地
に
は
、
塗
師
を
は
じ
め
と
し
て
、
筆
師
、
墨
師
、
琴
三
味

線
師
、
経
師
表
具
師
、
鼈
甲
細
工
師
、
人
形
師
、
数
寄
道
具
師
、
指
物
屋
、
畳

職
、
木
地
職
、
桶
樽
職
、
革
細
工
職
、
足
袋
装
束
屋
、
唐
弓
弦
や
、
袋
物
屋
、

扇
屋
な
ど
日
常
生
活
で
必
要
な
様
々
な
も
の
を
製
造
す
る
手
工
業
者
が
た
く
さ

ん
居
住
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
様
々
な
職
人
の
う
ち
大
工
、
木
挽
、
屋
根
葺
、
桶

師
、
左
官
な
ど
の
一
部
は
、
元
和
年
間
の
大
阪
城
築
城
の
た
め
に
徳
川
氏
に
よ

っ
て
山
村
与
助
の
支
配
下
に
伏
見
か
ら
集
め
ら
れ
た
職
人
で
、
伏
見
時
代
に
は

山
村
与
助
と
縁
の
な
か
っ
た
井
戸
掘
、
石
切
、
畳
刺
、
鍛
冶
、
塗
師
、
貼
付
師

な
ど
の
一
部
も
御
用
職
人
と
し
て
そ
の
配
下
に
属
す
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
が
延

享
五
年
（
一
七
四
八
）
の
『
改
正
増
補　

難
波
丸
項
目
』
に
記
さ
れ
る）

9
（

。
こ
れ

ら
御
用
職
人
の
う
ち
塗
師
職
と
し
て
「
道
修
町
二
丁
目　

椀
屋
仁
兵
衛　

ぬ
し

や　

甚
七
」
の
名
が
見
え
る
。
同
書
に
は
ま
た
北
久
太
郎
町
よ
り
安
堂
寺
町
ま

で
、
難
波
橋
よ
り
三
休
橋
ま
で
の
間
に
塗
師
職
が
住
ん
で
い
た
こ
と
、
時
期
は

不
明
で
あ
る
が
、
椀
折
敷
家
具
一
切
塗
師
職
仲
間
と
い
う
株
仲
間
を
組
織
し
て

お
り
、
そ
の
株
は
百
五
十
軒
、
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
四
）
の
株
仲

間
再
興
後
に
は
二
百
十
二
人
で
あ
っ
た
と
記
す
。
そ
し
て
前
述
の『
漆
商
旧
記
』

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
椀
折
敷
家
具
一
切
塗
師
職
仲
間
と
漆
商
の
間
に
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
二
回
漆
の
価
格
高
騰
を
め
ぐ
る
争

い
が
生
じ
た
と
わ
か
る）

10
（

。

　

一
方
こ
れ
ら
の
塗
師
職
に
木
地
を
提
供
し
て
い
た
の
は
、木
地
職
で
あ
っ
た
。

木
地
職
は
諸
国
か
ら
大
阪
に
も
た
ら
さ
れ
た
粗
挽
き
の
木
地
を
問
屋
か
ら
買

い
、
註
文
に
応
じ
て
挽
き
な
お
し
塗
師
職
人
な
ど
に
お
ろ
し
て
い
た
。
安
永
九

年（
一
七
八
〇
）、
椀
盃
食
籠
木
地
職
仲
間
を
組
織
し
て
い
た
職
人
は
十
二
人
、

仲
間
以
外
に
三
人
の
木
地
職
が
い
た
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
木
地
職
仲
間

に
轆
轤
挽
物
職
仲
間
が
統
合
さ
れ
、
椀
盃
食
籠
轆
轤
挽
物
職
仲
間
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
職
人
は
物
価
の
高
騰
で
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
頃
に
い
っ
た
ん
減

８ 　
『
和
漢
三
才
図
会
上
』p.385

、
昭
和
四
十
五
年
東
京
美
術

９ 　
『
改
正
増
補　

難
波
丸
項
目
』 

10 　

前
掲
『
漆
商
旧
記
』
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り
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
頃
に
は
二
十
四
軒
に
増
加
し
て
い
る
。
前
述
の
延

享
五
年
の
『
改
正
増
補　

難
波
丸
項
目
』
に
よ
れ
ば
轆
轤
職
は
平
野
町
難
波
橋

筋
、
北
久
太
郎
町
栴
檀
木
橋
筋
あ
た
り
に
集
ま
っ
て
い
た
と
わ
か
る
。

　

再
び
『
東
区
史
』〈
資
料
⑩
〉
を
見
る
と
、「
然
し
蒔
絵
等
の
高
級
品
は
、
京

都
・
江
戸
・
金
沢
な
ど
か
ら
取
よ
せ
、
需
要
に
応
じ
て
居
た
様
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
結
果
漆
器
問
屋
の
類
は
徳
川
時
代
か
ら
相
当
に
繁
盛
し
、
東
区
に
も
大
き

な
商
店
が
あ
っ
た
。」と
あ
る）

11
（

。
こ
こ
か
ら
、
江
戸
期
の
大
阪
で
は
、
春
慶
塗
、

漆
塗
の
椀
・
膳
な
ど
日
常
の
器
が
自
給
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
蒔
絵
な
ど

高
級
漆
器
は
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、
京
都
、
江
戸
、
金
沢
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ

ら
れ
て
漆
器
問
屋
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
水
運

の
中
心
で
あ
っ
た
、
大
阪
に
お
い
て
は
、
高
級
漆
器
を
産
地
か
ら
取
り
寄
せ
て

商
う
漆
器
問
屋
が
発
達
し
て
い
た
の
で
あ
る）

12
（

。

第
二
章
近
代
大
阪
と
漆

一
、
資
料
に
見
る
大
阪
漆
工

（
一
）
共
進
会
と
博
覧
会
の
報
告
書
に
み
る
大
阪
の
漆
工

　

以
上
江
戸
期
の
大
阪
と
漆
の
関
わ
り
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
漆
の
流
通
の
中

心
で
あ
り
、
原
材
料
は
容
易
に
入
手
で
き
た
こ
と
か
ら
日
常
漆
器
は
自
給
さ
れ

て
お
り
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
高
級
漆
器
は
漆
器
問
屋
が
京
都
・
江
戸
・
金

沢
か
ら
買
い
付
け
て
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
明
治
に
入
る
と

そ
の
動
き
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　

明
治
期
の
大
阪
に
お
け
る
漆
器
制
作
の
動
向
を
窺
う
資
料
と
し
て
国
内
外
で

行
わ
れ
た
博
覧
会
、
そ
し
て
共
進
会
に
関
す
る
報
告
書
を
と
り
あ
げ
る
。
明
治

政
府
は
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
を
国
是
と
し
て
、
西
欧
列
強
諸
国
に
追
い
つ
こ

う
と
様
々
な
勧
業
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
新
た
な
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
、
輸

出
に
よ
っ
て
外
貨
を
獲
得
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
日
本
か
ら
の
輸
出
品
は
当
初

生
糸
、
茶
、
銅
な
ど
の
原
材
料
と
、
陶
磁
器
、
漆
器
、
七
宝
な
ど
の
手
工
芸
品

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
す
ぐ
れ
た
物
産
を
展
示
し
、
販
路
獲
得
の
た
め
に
日
本

が
参
加
し
た
の
は
、
欧
米
で
開
か
れ
て
い
た
万
国
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
同
じ
く

国
内
の
他
地
域
の
物
産
や
新
た
な
技
術
を
国
民
に
啓
蒙
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

た
の
が
内
国
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
輸
出
対
象
と
な
っ
た
生
糸
、
茶
、
銅
、

陶
磁
器
、
漆
器
な
ど
の
生
産
を
促
進
す
る
た
め
、
全
国
規
模
の
展
示
や
集
会
を

通
し
、
産
地
間
の
情
報
交
換
、
相
互
の
技
術
交
流
を
計
る
目
的
で
共
進
会
が
各

地
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
博
覧
会
、
共
進
会
の
開
催
後
に
編
纂
さ
れ
た
出

品
目
録
、
審
査
報
告
な
ど
詳
細
な
報
告
書
の
な
か
か
ら
大
阪
の
漆
器
に
関
す
る

記
事
を
抜
粋
し
表
２
に
ま
と
め
た
。

　

明
治
政
府
が
初
め
て
参
加
し
た
明
治
六
年（
一
九
七
三
）の
澳
国
博
覧
会（
以

下
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
）
に
は
政
府
の
よ
び
か
け
に
よ
っ
て
多
く
の
物
産
が

出
品
さ
れ
た
。
こ
の
博
覧
会
に
出
品
し
た
手
工
芸
品
が
好
評
を
得
た
た
め
、
政

府
は
以
後
こ
れ
ら
の
輸
出
を
促
進
し
た
と
さ
れ
る
。
柴
田
是
真
の
蒔
絵
を
は
じ

め
、
東
京
、
横
浜
、
金
沢
、
京
都
な
ど
か
ら
漆
器
が
出
品
さ
れ
た
。
し
か
し
大

阪
か
ら
出
品
さ
れ
た
漆
器
は
ご
く
僅
か
で
、
藤
沢
彦
兵
衛
出
品
の
堆
黒
、
堆
朱

な
ど
彫
漆
系
の
菓
子
器
や
盆
な
ど
七
点
の
み
で
あ
っ
た
。同
九
年（
一
九
七
六
）、

11 　

東
区
に
寛
永
期
に
創
業
し
た
東
門
五
兵
衛
と
い
う
漆
器
商
が
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は

註
17
参
照

12 　

前
述
の
延
宝
年
間
に
刊
行
さ
れ
た『
懐
中
難
波
す
ず
め
』、『
増
補
難
波
す
ず
め
跡
追
』、

『
難
波
鶴
』、『
難
波
鶴
跡
追
』に
は
蒔
絵
屋
が
難
波
橋
筋
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
元
禄
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
難
波
丸
』
に
は
「
蒔
絵　

心
斎
橋
筋　

野
村
徳
兵
衛
」

「
蒔
絵　

難
波
橋
筋
」
と
あ
る
た
め
、
蒔
絵
師
あ
る
い
は
蒔
絵
を
取
り
扱
う
店
が
全
く
存

在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
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米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
独
立
百
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
米
国
費
府
博

覧
会
（
以
下
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
）
の
開
催
時
に
も
日
本
か
ら
漆

器
が
多
数
輸
出
さ
れ
た
。
東
京
の
起
立
工
商
会
社
、
新
井
半
兵
衛
、
箕
田
長
次

郎
ら
が
収
集
あ
る
い
は
制
作
を
委
嘱
し
た
器
物
を
は
じ
め
、
京
都
、
金
沢
な
ど

の
産
地
か
ら
の
出
品
が
相
次
い
だ
。こ
の
博
覧
会
で
は
新
製
品
ば
か
り
で
な
く
、

市
場
に
大
量
に
あ
っ
た
古
漆
器
が
数
多
く
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

し
か
し
大
阪
か
ら
出
品
さ
れ
た
の
は
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
ひ
き
続
き
、
藤

沢
彦
兵
衛
出
品
の
堆
黒
に
よ
る
菓
子
器
、
盆
、
重
箱
な
ど
お
よ
そ
五
十
点
の
み

で
あ
っ
た
。
国
内
に
目
を
転
ず
る
と
、
明
治
十
年
（
一
九
七
七
）
に
上
野
で
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
も
ま
た
東
京
を
中
心
に

多
く
の
漆
器
が
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
か
ら
出
品
さ
れ
た
の
は
福
田
源
次

郎
・
住
川
重
助
の
連
名
に
よ
る
陶
胎
蒔
絵
の
花
瓶
一
口
の
み
で
あ
る
。

　

翌
明
治
十
一
年
（
一
九
七
八
）
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
は
日
本

の
展
示
区
画
に
産
業
製
品
を
展
示
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ト
ロ
カ
デ
ロ
に
設
け

ら
れ
た
古
美
術
展
示
会
場
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
と
も
に
日
本
古
美

術
の
展
示
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
博
覧
会
事
務
局
は
日
本
全
国
の
地
誌
と
日
本
の

歴
史
を
編
纂
し
て
、
出
品
作
品
の
解
説
と
と
も
に
翻
訳
し
二
千
五
百
部
を
発
行

し
た
。
こ
の
時
博
覧
会
事
務
局
が
収
集
し
パ
リ
に
移
送
、
展
示
し
た
作
品
は
尾

形
光
琳
作
「
八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
」
な
ど
、
四
点
の
重
要
文
化
財
（
現
在
）
を

含
み
、
鎌
倉
時
代
の
作
品
四
点
、
室
町
時
代
の
作
品
十
八
点
、
桃
山
時
代
一
点
、

江
戸
時
代
五
十
八
点
、
明
治
期
の
模
造
作
品
七
点
な
ど
、
錚
々
た
る
も
の
で
あ

っ
た）

13
（

。
一
方
、
新
製
品
は
起
立
工
商
会
社
、
箕
田
長
次
郎
、
新
井
半
兵
衛
な
ど

各
地
の
輸
出
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
嘱
品
家
が
蒔
絵
師
や
漆
工
に
委
嘱
し
て
制

作
さ
れ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
大
阪
か
ら
は
こ
の
博
覧
会
に
は
漆
器
は
出
品

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
三
年
後
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
上
野
で
開
催

さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
東
区
安
土
町
東
門
五
兵
衛）

14
（

に
よ
る
蒔
絵

菓
子
器
、
広
蓋
な
ど
六
点
、
ま
た
北
浜
五
丁
目
田
中
達
三
郎
出
品
に
よ
る
蒔
絵

鼈
甲
ま
た
は
蒔
絵
象
牙
製
扇
骨
の
扇
子
十
五
本
と
低
調
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
を
除
外
す
れ
ば
、
実
際
に
は
明
治
期
の
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
漆
器
の

出
品
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
パ
リ
に
お
い
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
よ
う
で
あ

る
。
明
治
十
年
代
の
前
半
頃
を
境
に
、
古
器
物
の
優
品
は
市
場
か
ら
姿
を
消
し

値
が
上
が
る
。
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
評
に
よ
れ
ば
こ
の
頃
の
漆
器

は
輸
出
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
装
飾
過
剰
と
な
り
、
玩
弄
趣
味
に
陥
っ
て
し
ま

う
。
そ
し
て
粗
製
濫
造
に
よ
る
粗
悪
品
が
輸
出
さ
れ
、
湿
度
が
低
く
、
特
に
冬

期
に
暖
房
に
よ
っ
て
乾
燥
の
激
し
い
欧
米
で
は
漆
器
の
破
損
が
大
き
な
問
題
と

な
り
は
じ
め
る
。
そ
の
た
め
、
明
治
十
年
代
の
終
盤
に
は
輸
出
漆
器
の
人
気
に

か
げ
り
が
生
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
記
録
上
に
み
る
大
阪
に
お
け
る
漆
器
制
作
の

動
向
は
明
治
十
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
増
加
に
転
じ
る
。

　

内
国
勧
業
博
覧
会
か
ら
四
年
後
の
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
上
野
公
園

で
開
か
れ
た
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
は
漆
に
つ
い
て
農
商
務
省
の
主
催
に
よ

り
開
か
れ
た
初
め
て
の
全
国
規
模
の
共
進
会
で
あ
っ
た
。漆
器
は
四
区
二
類
で
、

大
阪
か
ら
は
五
人
二
十
三
件
が
出
品
し
て
い
る
。
同
年
十
一
月
に
農
務
省
工
務

局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
四
区
陶
漆
器
審
査
報
告
附

録
講
話
会
筆
記）

15
（

』
に
よ
れ
ば
、「
大
阪
府
は
陶
漆
器
と
も
産
出
少
し
故
に
其
出

13 　
「
１
８
７
８
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
日
本
の
漆
工
」『
万
国
博
覧
会
の
美

術
』
二
○
○
四
、
東
京
国
立
博
物
館
他

14 　

東
門
五
兵
衛
に
つ
い
て
は
註
17
及
び
次
節
参
照

15 　
「
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
四
区
陶
漆
器
審
査
報
告
附
録
講
話
会
筆
記
」
第
一
共
進

会
出
品
漆
器
ノ
概
見　

塩
田
真p.1
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品
も
亦
僅
々
た
り
」
と
あ
る）

16
（

。

　

翌
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
農
商
務
省
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
府
県
漆
器

沿
革
漆
工
伝
統
誌
』（
資
料
①
）
に
よ
れ
ば
、
大
阪
府
の
漆
器
業
者
と
し
て
は

わ
ず
か
に
東
区
安
土
町
東
門
五
兵
衛）

17
（

、
東
区
博
労
町
春
井
清
三
郎）

18
（

、
南
区
八
幡

町
土
井
清
兵
衛
の
三
名
が
あ
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
京
都
御
苑
で
第
三
回
関
西
府
県
連
合
共

進
会
が
開
か
れ
た
。
大
阪
か
ら
は
後
に
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
を
起
こ
す
、
か
つ

て
蒔
絵
師
で
あ
り
、
実
業
家
と
な
っ
た
芝
川
又
右
衛
門
が
高
描
金
山
水
図
料
紙

箱
・
同
硯
箱
、
蒔
絵
三
十
石
船
乗
合
ノ
図　

図
形
硯
箱
、
高
蒔
絵
香
箱
、
研
出

蒔
絵
唐
草
模
様
硯
箱
な
ど
五
点
を
出
品
し
て
い
る
。
こ
の
時
京
都
か
ら
は
輸
出

会
社
を
経
営
す
る
池
田
清
助
が
蒔
絵
器
物
を
四
点
出
品
し
て
い
る
。
池
田
清
助

は
こ
の
頃
京
都
に
移
っ
て
い
る
が
大
阪
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、
神
戸
で
漆
器
を

含
む
美
術
工
芸
品
を
欧
州
に
輸
出
す
る
越
後
屋
丸
越
組
を
経
営
し
て
お
り
、
大

阪
在
住
の
漆
工
と
も
深
い
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
に
お
け
る
漆
器
制
作
は
こ
の
よ
う
に
、
明
治
十
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら

徐
々
に
増
加
し
、
二
十
年
代
以
降
増
え
て
い
く
。
明
治
二
十
三
年
に
開
催
さ
れ

た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
東
門
五
兵
衛
と
な
ら
ん
で
、
南
区
鍛
冶
屋
町

の
蔦
田
英
三
郎
（
英
輝
）、
東
区
伏
見
町
の
芝
川
又
右
衛
門
、
南
区
鰻
谷
東
之

町
の
安
原
清
、
東
区
高
麗
橋
の
小
国
長
兵
衛
、
西
区
江
戸
堀
の
加
藤
武
左
衛
門

が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
時
芝
川
又
右
衛
門
が
出
品
し
た
蒔
絵
六
角
形
介
類
図

香
合
は
妙
技
三
等
賞
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
東
門
五
兵
衛
、
芝
川
又
右
衛

門
は
小
国
長
兵
衛
ら
は
職
工
で
は
な
く
漆
器
商
、
漆
器
卸
商
な
ど
で
あ
る
。
後

述
す
る
が
、
安
原
清
は
輸
出
商
池
田
清
助
に
よ
っ
て
明
治
十
年
代
の
半
ば
に
金

沢
か
ら
招
聘
さ
れ
た
蒔
絵
師
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
大
阪
の
漆
器
制
作
が
政
府

の
勧
業
政
策
に
基
づ
き
徐
々
に
輸
出
主
体
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
こ
と
が
博

覧
会
、
共
進
会
出
品
動
向
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
明
治
二
十
六
年
の
シ
カ
ゴ
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
に
は
四
名
の
出
品
者

が
あ
が
り
、
そ
の
う
ち
後
に
美
術
品
輸
出
商
と
し
て
財
を
な
す
山
中
吉
郎
兵
衛）

19
（

（
一
八
四
七
〜
一
九
一
七
）、
前
述
の
芝
川
又
兵
衛
が
起
こ
し
た
蒔
画
合
資
会
社

が
出
品
者
に
加
わ
る
。
こ
の
と
き
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
が
出
品
し
た
作
の
う
ち

「
芙
蓉
薔
薇
鶉
蒔
絵
額
」
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る）

20
（

。

　

明
治
二
十
七
年
七
月
に
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
関
西
府
県
連

合
共
進
会
は
翌
年
に
編
纂
さ
れ
た
復
命
書
に
よ
れ
ば
、
大
阪
か
ら
の
出
品
が
五

十
七
点
、
四
十
名
、
う
ち
受
賞
者
が
十
九
名
で
あ
っ
た
。
同
書
に
は
「
本
府
の

漆
器
は
従
来
格
別
声
価
を
有
せ
ざ
り
し
が
、
近
年
諸
家
の
勉
励
に
よ
り
大
い
に

進
歩
を
著
し
、
ほ
と
ん
ど
金
沢
に
亜
く
に
至
れ
り
」、「
今
回
の
出
品
も
工
作
畧

整
ひ
実
用
に
適
す
る
も
の
多
し
」、「
受
賞
品
中
蒔
絵
硯
箱
は
図
様
本
府
の
特
技

を
頗
る
鮮
麗
な
り
箱
の
形
ち
稍
薄
き
に
過
き
た
り
」、「
本
府
の
漆
器
は
形
状
図

16 　
『
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
四
区
陶
漆
器
審
査
報
告
附
録
講
話
会
筆
記
』
明
治
十
八

年
十
一
月　

農
務
局
・
工
務
局
、
第
一
共
進
会
出
品
陶
漆
器
ノ
概
見　

塩
田
真

17 　

同
書
に
は
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
者
で
も
あ
っ
た
東
区
安
土
町
四
丁
目

の
東
門
五
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
漆
器
商
店
を
開
き
、
江
戸
期
に
は
諸
藩
に
漆
器
を
供
給
、

つ
ま
り
漆
器
問
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
明
治
四
十
四
年
に
大
阪
商
業
会
議
所

か
ら
発
行
さ
れ
た
『
大
阪
商
工
名
録
』
に
は
東
門
五
兵
衛
（
ふ
ぢ
五
、
婚
礼
道
具
其
他

家
具
類
及
美
術
蒔
絵
漆
器
、
内
国
各
地
、
卸
売
）
と
あ
る
。

18 　

ま
た
春
井
清
三
郎
（
不
詳
〜
一
八
八
四
）
は
蒔
絵
師
で
あ
り
、
輸
出
漆
器
の
製
造
に

携
わ
り
、
京
都
か
ら
大
阪
に
移
り
神
戸
の
丸
越
組
に
輸
出
漆
器
を
供
給
し
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
春
井
清
三
郎
は
次
代
が
継
い
だ
が
、
制
作
の
場
を
京
都
に
移
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。
春
井
工
房
の
作
品
は
海
外
に
若
干
の
こ
っ
て
い
る
。

19 　

山
中
吉
郎
兵
衛
は
弘
化
三
年
十
二
月
十
二
日
に
生
ま
れ
、
大
阪
北
浜
で
古
美
術
商
を

は
じ
め
、
明
治
二
十
七
年
山
中
商
会
を
設
立
す
る
。

20 　

芝
川
家
に
遺
さ
れ
た
資
料
註
42
に
よ
れ
ば
出
品
作
に
こ
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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案
等
に
一
層
研
究
せ
ば
大
に
好
評
を
博
す
る
に
至
る
べ
し
」
と
あ
る
。
こ
の
共

進
会
の
漆
器
部
門
は
四
人
が
審
査
員
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
京
都
の
戸
島
弥
兵

衛
、
奈
良
の
吉
田
辰
之
助
、
金
沢
の
沢
田
宗
次
と
な
ら
ん
で
、
大
阪
か
ら
初
め

て
安
原
清
が
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
関
西
府
県
連
合
共
進
会
に

お
い
て
、
大
阪
か
ら
の
漆
の
出
品
が
徐
々
に
増
え
、
評
価
も
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
明
治
二
十
八
年
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
芝
川
又
平
（
初

代
又
右
衛
門
）
の
蒔
絵
合
資
会
社
優
品
四
種
六
点
を
出
品
し
、
う
ち
群
蝶
蒔
絵

料
紙
硯
箱
は
有
功
三
等
賞
を
う
け
る
な
ど
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。

  

さ
ら
に
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
漆
器
漆

産
府
県
連
合
共
進
会
の
復
命
書
〈
資
料
③
〉
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
年
（
一
八

九
七
）
の
調
査
時
に
大
阪
に
お
け
る
漆
器
生
産
業
者
は
二
百
十
一
名
、
職
工
五

百
九
十
名
、
産
額
は
八
十
七
万
一
千
余
円
、
こ
の
共
進
会
へ
の
出
品
者
は
大
阪

府
か
ら
は
十
一
名
、
出
品
数
は
六
百
八
十
九
点
と
か
な
り
の
数
に
増
加
し
て
い

る）
21
（

。
こ
の
時
の
主
な
種
類
は
文
台
硯
箱
、
高
卓
、
平
卓
、
文
箱
、
書
棚
、
手
箪

笥
、
冠
台
、
飾
棚
、
額
、
広
蓋
、
重
箱
、
吸
物
椀
、
盃
台
、
盃
洗
、
菓
子
器
、

巻
莨
入
、
花
瓶
、
火
鉢
、
碁
盤
、
化
粧
道
具
、
襖
縁
、
衝
立
、
釣
衣
桁
、
枕
、

床
縁
、
手
提
箱
、
弁
当
箱
、
江
戸
膳
、
燭
台
、
三
腰
刀
掛
、
人
力
車
、
下
駄
、

蝙
蝠
傘
、
仏
壇
、
仏
具
、
紡
績
用
木
管
等
な
ど
、
人
力
車
、
仏
壇
の
よ
う
に
大

き
な
も
の
か
ら
、
盃
台
の
よ
う
に
小
さ
な
も
の
、
紡
績
用
木
管
な
ど
特
殊
な
実

用
品
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
共
進
会
で
は
大
阪
の
芝
川
又
右
衛
門
の
紙
製
丸
盆
素
地
が
一

等
賞
を
、
安
原
清
、
田
中
定
次
郎
の
硯
箱
、
藤
原
伊
兵
衛
の
文
台
硯
箱
が
三
等

賞
を
、
森
本
治
三
郎
の
人
力
車
、
東
門
五
兵
衛
の
蝋
色
卓
、
小
国
長
兵
衛
の
碁

盤
、
木
村
楠
右
衛
門
の
会
席
膳
、
山
中
清
七
の
仏
壇
が
四
等
賞
を
受
け
て
い
る
。

　

以
上
が
博
覧
会
や
共
進
会
の
資
料
を
て
が
か
り
に
見
た
明
治
期
の
大
阪
漆
器

の
動
向
で
あ
る
。
大
阪
に
お
け
る
漆
器
製
作
が
明
治
二
十
年
代
か
ら
増
加
に
転

じ
て
い
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
大
阪
の

漆
器
生
産
業
者
の
急
増
に
関
わ
る
手
が
か
り
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に

編
纂
さ
れ
た
『
東
区
史
』
第
四
巻
文
化
篇
第
二
章
芸
術
第
三
節
美
術
第
二
款
工

藝
〈
資
料
⑩
〉
に
も
窺
わ
れ
る
。
同
書
が
編
纂
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
頃
、
大
阪

で
活
躍
し
て
い
た
蒔
絵
師
の
系
統
の
大
半
が
明
治
十
八
年
頃
、
大
阪
の
漆
器
問

屋
に
よ
っ
て
加
賀
か
ら
招
聘
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
明
治

十
八
年
頃
、
本
町
四
丁
目
に
あ
っ
た
漆
器
商
田
中
平
三
郎
（
一
八
六
五
〜
一
九

三
二
）
が
金
沢
で
活
躍
し
て
い
た
加
賀
蒔
絵
の
名
匠
浅
野
惣
三
郎
を
招
い
た
こ

と
な
ど
が
具
体
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る）

22
（

。
こ
の
本
に
は
具
体
的
な
名
前
は
他
に

は
あ
が
っ
て
い
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
安
原
清
、
越
田
尾
山
、
神
戸
雪
汀

な
ど
金
沢
出
身
の
蒔
絵
師
が
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
来
阪
し
て
い
る
。
ま

た
同
書
は
京
都
か
ら
も
川
端
佐
七
が
明
治
三
十
年
頃
大
阪
今
橋
一
丁
目
に
移
住

し
、
髹
漆
蒔
絵
及
び
古
器
物
修
繕
を
大
阪
で
は
じ
め
た
こ
と
。
川
端
佐
七
は
抹

茶
器
に
多
く
の
名
作
を
遺
し
、
大
阪
に
お
い
て
茶
人
に
重
用
さ
れ
、
そ
の
系
統

が
川
合
漆
仙
に
繋
が
る
と
も
記
し
て
い
る）

23
（

。
次
ぎ
に
『
日
本
漆
器
新
聞
』、『
漆

と
工
藝
』
誌
上
に
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
記
事

を
手
が
か
り
に
、
大
阪
の
蒔
絵
師
、
塗
師
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

（
二
）
雑
誌
記
事
に
み
る
大
阪
の
漆
工

　

資
料
④
は
『
日
本
漆
器
新
聞
』
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
第
二
巻
第
二
号

に
掲
載
さ
れ
た
「
大
阪
中
興
漆
器
の
思
ひ
出
と
当
時
の
儀
」
で
あ
る
。『
日
本

21 　
『
全
国
漆
器
製
産
府
県
連
合
共
進
会
復
命
書
』
明
治
三
十
二
年　

農
商
務
省
大
臣
官
房

秘
書
課

22 　
『
東
区
史
』
第
四
巻
文
化
篇
第
二
章
芸
術
第
三
節
美
術
第
二
款
工
藝

23 　
『
東
区
史
』
第
四
巻
文
化
篇
第
二
章
芸
術
第
三
節
美
術
第
二
款
工
藝
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漆
器
新
聞
』
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
か
ら
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に

か
け
て
発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る
。
漆
器
製
造
販
売
に
関
わ
る
人
の
た
め
の

機
関
誌
で
、
柴
崎
風
岬
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
三
）
が
編
集
し
て
い
た
。
柴
崎

は
福
井
県
の
出
身
で
早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、
森
村
市
左
衛
門
（
一
八
三
九
〜

一
九
一
九）

24
（

）
の
後
援
を
得
て
漆
器
研
究
所
を
主
催
、
全
国
を
訪
ね
て
賛
同
者
を

集
め
、
日
本
漆
器
同
業
会
を
結
成
し
、
大
阪
を
本
拠
地
に
本
紙
を
発
行
し
た
。

内
容
は
美
術
工
芸
と
し
て
の
漆
器
、
漆
器
産
業
な
ど
と
多
岐
に
わ
た
る
。「
大

阪
中
興
漆
器
の
思
ひ
出
と
当
時
の
儀
」に
は
安
原
清（
一
八
四
四
〜
一
八
九
九
）、

中
川
芝
泉
（
一
八
四
六
〜
一
八
九
七
）、
川
端
佐
七
（
一
八
五
三
〜
、
今
村
洋

渡
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
二
）
の
四
名
の
略
伝
が
載
る）

25
（

。

　

資
料
⑤
は
昭
和
九
年
五
月
、『
漆
と
工
芸
』
三
九
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
大
阪

府
立
工
芸
奨
励
館
工
芸
部）

26
（

、
福
田
萍
哉
に
よ
る
「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労

者
小
伝
」
で
あ
る
。『
漆
と
工
芸
』
は
明
治
二
三
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
漆
工

会
の
発
行
し
た
『
日
本
漆
工
会
報
告
』（
明
治
二
七
年
〜
二
八
年
）、『
日
本
漆

工
会
雑
誌
』（
明
治
三
三
年
〜
昭
和
二
年
）、
日
本
漆
工
会
会
報
（
昭
和
二
年
〜

四
年
）
に
続
い
て
昭
和
五
年
か
ら
十
六
年
ま
で
発
行
さ
れ
た
。

　
「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
」の
追
彰
と
は
昭
和
九
年
五
月
二
十
六
日
、

社
団
法
人
大
阪
府
工
芸
協
会
が
創
立
十
周
年
に
あ
た
り
、
大
阪
の
工
芸
に
貢
献

し
た
功
労
者
の
慰
霊
を
追
彰
す
る
目
的
で
、同
会
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、

府
下
の
工
芸
技
術
者
と
工
芸
振
興
、
指
導
、
奨
励
な
ど
の
方
面
に
功
労
の
あ
っ

た
物
故
者
数
十
名
が
追
彰
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
漆
工
関
係
者
と
そ
の
伝
記
を
簡

略
に
記
し
た
の
が
「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」
で
あ
る
。
追
彰
者

に
は
春
井
清
三
郎
、
安
原
清
（
機
芳
）、
中
川
忠
兵
衛
（
芝
泉
）、
二
代
川
端
佐

七
、
浅
野
惣
三
郎
（
可
秀
）、
三
代
吉
田
一
閑
、
初
代
今
村
洋
渡
、
初
代
川
合

漆
仙
が
あ
げ
ら
れ
、
工
芸
助
長
奨
励
功
労
者
と
し
て
芝
川
又
平
（
又
右
衛
門
・

百
々
）、
田
中
平
三
郎
、
住
友
吉
左
衛
門
（
春
翠
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。『
日

本
漆
器
新
聞
』
に
記
さ
れ
た
安
原
清
、
中
川
芝
泉
、
川
端
佐
七
、
今
村
洋
渡
の

四
名
は
「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
以

上
二
点
の
資
料
に
記
さ
れ
た
漆
工
は
以
下
の
八
人
で
あ
る）

27
（

。

（
イ
）春
井
清
三
郎（
一
八
二
四
〜
一
八
八
四
）大
阪
、
丸
越
組（
池
田
清
助
）、

〈
資
料
①
⑤
〉
↓
六
代
春
井
清
三
郎
（
恒
眠
）

（
ロ
）
安
原
清
（
機
芳
）（
一
八
四
四
〜
一
八
九
九
）
金
沢
、
池
田
清
助
、
小

国
長
兵
衛
〈
資
料
②
③
〉〈
資
料
④
⑤
〉
↓
安
原
祥
窓

（
ハ
）
浅
野
惣
三
郎
（
可
秀
）（
一
八
五
六
〜
一
八
九
〇
）
金
沢
、
田
中
平
三

郎
〈
資
料
⑤
〉

（
ニ
）
中
川
忠
兵
衛
（
芝
泉
）（
一
八
四
六
〜
一
八
九
七
）
京
都
、
芝
川
又
右

衛
門
・
住
友
吉
左
衛
門〈
資
料
④
⑤
〉↓
高
橋
芝
豊
、
大
津
定
次
郎
、
橘
芝
青
、

山
川
芝
仙
他

（
ホ
）
二
代
川
端
佐
七
（
近
左
）（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
一
）
京
都
、
春
海
商

店　

戸
田
商
店　

官
休
庵
〈
資
料
④
⑤
〉
↓
代
々

（
ヘ
）
川
合
漆
仙　
（
一
八
六
八
〜
一
九
二
八
）
大
阪
、
川
端
近
左
〈
資
料
⑤
〉

（
ト
）
吉
田
一
閑　
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
四
）
京
都　

官
休
庵
〈
資
料
⑤
〉

（
チ
）
今
村
洋
渡　
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
二
）
大
阪
〈
資
料
④
⑤
〉

24 　

江
戸
の
武
具
商
に
生
ま
れ
、
外
国
貿
易
で
財
を
な
す
。
日
本
陶
器
の
創
立
者
な
ど
と

し
て
も
有
名
な
実
業
家
。

25 　

柴
崎
の
関
心
は
徐
々
に
漆
か
ら
工
芸
全
般
へ
と
ひ
ろ
が
り
、
昭
和
八
年
に
は
『
日
本

漆
器
新
聞
』
は
よ
り
広
範
囲
の
工
芸
を
扱
う
『
汎
工
芸
』
に
移
行
し
た
。

26 　

大
阪
府
立
工
芸
奨
励
館
は
大
阪
府
の
工
業
の
振
興
の
た
め
、
昭
和
四
年
四
月
に
設
置

さ
れ
た
。

27 　

以
下
八
名
ヲ
（
イ
）
〜
（
チ
）
に
あ
げ
た
。
人
名
（
生
没
年
）、
出
身
地
、
提
携
先
（
経

営
者
）、〈
出
典
資
料
〉、
↓
人
名
は
後
継
者
の
順
に
記
し
た
。
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一
方
蒔
絵
の
振
興
に
功
の
あ
っ
た
も
の
と
し
て
「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功

労
者
小
伝
」
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
芝
川
又
平
（
一
八
二
三
〜
一
九
一
二
）、
田

中
平
三
郎
（
一
九
〇
二
〜
一
九
三
二
）、
住
友
吉
左
衛
門
（
一
八
六
五
〜
一
九

二
六
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
つ
の
資
料
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
資
料
も
と
に
表

１
の
①
上
部
に
当
時
の
大
阪
で
活
躍
し
た
髹
漆
、
蒔
絵
師
の
生
没
年
、
職
種
、

出
身
地
、
誰
に
招
聘
さ
れ
て
い
つ
大
阪
に
来
た
か
、
師
と
弟
子
、
博
覧
会
や
展

覧
会
等
へ
の
出
品
作
な
ど
に
つ
い
て
一
覧
と
し
て
ま
と
め
た
。

（
イ
）
春
井
清
三
郎
（
一
八
二
四
〜
一
八
八
四
）

　

五
代
春
井
清
三
郎
は
天
保
十
四
年
薬
種
商
四
代
目
清
三
郎
の
長
男
と
し
て
大

阪
に
生
ま
れ
た
。
蒔
絵
師
小
谷
弥
（
孫
）
兵
衛）

28
（

に
入
門
、
師
と
と
も
に
長
崎
に

赴
き
、
輸
出
漆
器
を
制
作
し
た
。
後
に
京
都
で
国
内
向
け
の
蒔
絵
を
作
り
、
慶

応
元
年
に
大
阪
で
開
業
す
る
。
彫
師
・
唐
木
細
工
師
・
塗
師
・
木
地
師
な
ど
を

雇
い
内
外
の
人
の
嗜
好
に
あ
う
作
品
を
考
案
制
作
し
、
工
場
を
新
設
し
た
が
、

明
治
十
七
年
に
四
十
二
歳
で
病
没
し
た
。
資
料
①
に
よ
れ
ば
没
す
る
直
前
に
は

東
区
博
労
町
三
丁
目
に
い
て
、
池
田
清
助
の
丸
越
組
と
組
み
輸
出
品
を
制
作
し

て
い
た
と
記
さ
れ
る
。
資
料
①
に
よ
れ
ば
五
代
の
没
後
そ
の
子
が
六
代
清
三
郎

を
嗣
い
だ
と
あ
る
。
六
代
は
京
都
富
田
幸
七
の
元
で
修
行
し
、
春
井
恒
眠
（
一

八
六
九
〜
一
八
三
六
以
降
不
祥
）
を
名
乗
っ
て
い
る
。
春
井
清
三
郎
、
春
井
恒

眠
に
つ
い
て
の
作
品
は
海
外
に
残
っ
て
い
る
。
五
代
春
井
清
三
郎
の
作
と
し
て

は
旧
ホ
ジ
ソ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
「
春
井
」「
清
」
の
銘
の
あ
る
二
十
四
孝
蒔

絵
書
棚
が
あ
り）

29
（

、ま
た
恒
眠
の
作
品
は
多
い
が
、代
表
作
と
し
て
は
一
九
二
一
、

訪
英
し
た
皇
太
子
裕
仁
（
昭
和
天
皇
）
が
英
国
皇
太
子
エ
ド
ワ
ー
ド
に
贈
っ
た

蒔
絵
書
棚
（
ハ
リ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
が
あ
る）

30
（

。

（
ロ
）
安
原
清
（
機
芳　

一
八
四
四
〜
一
八
九
九
）

　

安
原
清
は
天
保
十
五
年
金
沢
で
生
ま
れ
、
絵
画
を
森
春
岳
に
、
蒔
絵
を
五
十

嵐
與
右
衛
門
に
師
事
し
た）

31
（

。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
貿
易
商
池
田
清
助
に

招
か
れ
、
神
戸
で
輸
出
用
蒔
絵
の
製
作
に
あ
た
っ
た）

32
（

。
明
治
十
八（
一
八
八
五
）

年
春
に
は
神
戸
か
ら
大
阪
鰻
谷
東
ノ
町
に
移
っ
た
。
資
料
②
に
よ
れ
ば
安
原
は

大
阪
で
初
代
池
田
清
助
と
小
国
長
兵
衛
の
た
め
に
仕
事
を
し
た
と
あ
る
。

　

安
原
を
招
聘
し
た
初
代
池
田
清
助
（
一
八
三
九
〜
一
八
九
九
）
は
和
歌
出
身

の
美
術
商
で
あ
る）

33
（

。
最
初
は
行
商
で
資
金
を
蓄
え
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

兵
庫
開
港
に
と
も
な
い
、
神
戸
に
移
り
、
外
国
船
舶
の
乗
組
員
を
相
手
に
し
た

雑
貨
商
を
は
じ
め
た
。
後
に
は
外
国
人
の
嗜
好
に
合
わ
せ
た
美
術
工
芸
品
を
製

作
し
海
外
に
輸
出
す
る
越
後
屋
を
開
く
。
明
治
十
四
年
頃
に
は
殖
産
興
業
政
策

の
推
進
者
で
あ
っ
た
前
田
正
名
（
一
八
五
〇
〜
一
九
二
一
）
の
援
助
に
よ
り
資

金
を
得
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
丸
越
組
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
出
し
、
日
本
の
美
術
工
芸

品
を
製
作
販
売
し
た
と
い
う
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、

明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）、京
都
に
本
拠
を
移
し
幾
人
か
の
職
人
を
か
か
え
て
、

蒔
絵
、
陶
磁
器
、
象
嵌
な
ど
美
術
工
芸
品
の
製
造
輸
出
を
行
い
は
じ
め
た
。
前

28 　
「
府
県
漆
器
沿
革
漆
工
伝
」
に
は
弥
兵
衛
、「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」

に
よ
れ
ば
孫
兵
衛
と
あ
る
。

29 　

Grace T
sugum

i Fine A
rt

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
。

30 　

Ferns feathers Flow
ers, M

useum
 

of lack kum
st, 2001

31 　

五
十
嵐
與
右
衛
門
は
江
戸
時
代
の
初
め
に
京
か
ら
金
沢
に
出
向
き
、
蒔
絵
の
技
を
伝

え
た
五
十
嵐
道
甫
の
流
れ
を
汲
む
蒔
絵
師
。
五
十
嵐
道
甫
の
縁
者
は
京
に
帰
る
が
、
そ

の
門
人
で
、
五
十
嵐
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
た
庄
兵
衛
の
四
代
以
降
が
與
右
衛

門
を
名
乗
っ
た
。

32 　

資
料
④
に
よ
れ
ば
明
治
十
五
年
、
⑤
に
は
明
治
十
六
年
と
あ
る
。

33 　

池
田
清
助
（
清
右
衛
門
）
は
神
戸
で
開
業
し
た
店
は
越
後
屋
と
い
い
、
明
治
二
十
八

年
京
都
に
池
田
合
名
会
社
を
設
立
、
神
戸
店
を
山
中
商
会
に
引
き
継
ぐ
。
明
治
四
十
一

年
に
は
京
都
美
術
倶
楽
部
を
設
立
す
る
。
池
田
に
つ
い
て
は
山
本
真
紗
子
『
唐
物
屋
か

ら
美
術
商
へ
』
平
成
22
年
晃
洋
書
房
刊
第
三
章
二
美
術
商
池
田
清
助
に
詳
し
い
。
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述
の
春
井
清
三
郎
も
池
田
の
依
頼
に
よ
る
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

小
国
長
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
見
い
だ
せ
ず
、
詳
し
い
履
歴
は
不
明
で

あ
る
が
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博

覧
会
第
二
部
美
術
第
四
類
に
漆
器
蒔
絵
硯
箱
を
二
合
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九

〇
三
）
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
同
氏
の
名
義
で
蒔
画
平
目
地
宇
津
山
城

料
紙
箱
を
出
品
し
て
お
り
、
出
品
者
の
住
所
欄
に
は
大
阪
市
東
区
高
麗
橋
三
丁

目
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
の
美
術
商
あ
る
い
は
漆
器
卸
商
か
漆
器
商
で
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る
。

　

来
阪
時
に
既
に
四
十
歳
に
な
っ
て
い
た
安
原
清
は
製
作
ば
か
り
で
な
く
、
明

治
初
年
以
来
殖
産
興
業
政
策
の
一
環
と
し
て
、
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
た
共
進

会
に
関
わ
り
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
か
ら
明

治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
六
回
に
か
け
て
審
査
員
を
つ
と

め
た）

34
（

。
ま
た
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
京
都
で
行
わ
れ
た
全
国
漆
器
漆
生

産
府
県
連
合
共
進
会
で
は
同
じ
く
大
阪
の
今
村
洋
渡
と
と
も
に
審
査
員
を
つ
と

め
て
い
る
。
そ
の
間
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
日
本
固
有
の
美
術
を

守
り
、
そ
の
復
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
日
本
美
術
協
会

大
阪
支
会
の
設
立
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）、
殖
産

興
業
を
唱
え
る
前
田
正
名
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
全
国
の
織
物
、
陶
磁
器
、
漆

器
、
金
属
器
、
製
紙
、
紙
製
品
、
雑
貨
、
敷
物
の
七
種
の
品
評
会
で
あ
る
五
二

会
に
漆
器
評
議
員
と
し
て
関
わ
っ
た
。
安
原
清
は
明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）

三
月
十
四
日
五
十
七
歳
で
死
去
し
た
。

　

安
原
清
が
明
治
期
に
金
沢
の
蒔
絵
の
技
を
大
阪
に
移
入
し
、
漆
工
を
産
業
と

し
て
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
功
績
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
大
阪
工
芸
界

に
お
い
て
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
作
品
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
各
種
の
博
覧
会
、
共
進
会
の
出
品
目
録
に
安
原
清
の
名
を
み

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
池
田
清
助
、
小
国
長
兵
衛
名
義
で
出
品
さ
れ
た
漆
器
の

な
か
に
も
安
原
清
の
作
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
作
品

の
所
在
を
め
ぐ
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
安
原
に
は
長
男
重
次
、
次
男
祥
窓
が

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
蒔
絵
師
と
な
っ
た
が
、
重
次
は
二
十
四
歳
で
夭
逝
、
次
男
祥

窓
は
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
蒔
絵
師
と
し
て
、農
務
省
工
藝
展
覧
会
、

帝
国
美
術
院
展
な
ど
で
活
躍
し
た
。
祥
窓
に
つ
い
て
は
作
品
が
あ
る
程
度
遺
さ

れ
て
い
る
が
晩
年
の
詳
し
い
履
歴
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
ハ
）
浅
野
惣
三
郎
（
一
八
五
六
〜
一
九
三
二　

可
秀
）

　
「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」
に
よ
れ
ば
、
浅
野
惣
三
郎
は
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）、
加
賀
に
生
ま
れ
、
金
沢 

で
鶴
来
又
右
衛
門
、
高
田
茂
三

郎
（
一
八
三
六
〜
一
九
〇
二
）
に
つ
い
て
蒔
絵
を
学
び
、
明
治
二
十
三
年
石
川

県
立
工
業
学
校
美
術
工
芸
部
描
金
科
助
教
諭
試
補
と
な
り
、
後
進
の
指
導
に
あ 

た
る
が
、
数
年
後
に
退
職
し
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
田
中
合
名
会
社
の

委
嘱
に
よ
り
大
阪
に
移
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
一
方
、『
東
区
史
』第
二
章
芸
術
、

二
、
漆
工
藝
附
陶
磁
工
藝
に
は
、「
蒔
絵
師
浅
野
惣
三
郎
の
如
き
も
、
本
町
四

丁
目
田
中
平
三
郎
の
委
嘱
に
依
り
加
賀
よ
り
大
阪
に
移
り
、
大
阪
に
於
け
る
蒔

絵
工
藝
に
尽
力
す
る
処
が
多
か
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
田
中
合
名
会
社

は
田
中
平
三
郎
の
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
浅
野
惣
三
郎
は
明
治
二
十

六
年
（
一
八
九
三
）
シ
カ
ゴ
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
、
明
治
三
十
三
年
（
一 

九

〇
〇
）
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
出
品
目
録
に
作
品
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
シ
カ
ゴ
コ

ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
出
品
作
「
団
扇
蒔
絵
手
箱
」
は
東
京
国
立
博
物
館
、
に
、
明

治
三
十
五
年
作
「
蒔
絵
松
に
鳥
図
棚
」
は
石
川
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
田
中
合
名
会
社
名
義
、
明
治 

三
十
三
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
、
明
治

三
十
六
年
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
、
明
治
三
十
七
年
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博

34 　
「
大
阪
中
興
漆
器
の
思
ひ
出
と
当
時
の
儀
」
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覧
会
に
出
品
作
も
浅
野
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
浅
野
惣
三
郎
は
大
阪

で
漆
工
制
作
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
明
治
二
十
年
代
に
来
阪
し
た
。
し
か

し
大
阪
に
お
け
る
漆
工
に
限
界
が
見
ら
れ
た
明
治
後
半
以
降
の
動
向
に
つ
い
て

は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

浅
野
を
大
阪
に
招
聘
し
た
田
中
平
三
郎
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
大
阪
に

生
ま
れ
る
。
開
国
そ
し
て
明
治
前
期
に
か
け
て
、
漆
を
は
じ
め
と
し
た
手
工
芸

品
は
輸
出
品
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
た
め
、
大
阪
で
も
そ
の
制
作
は
盛
ん
で
あ

っ
た
。そ
の
質
の
低
下
を
望
ま
な
か
っ
た
た
め
田
中
兵
三
郎
は
今
村
洋
渡
ほ
か
、

良
工
を
招
聘
し
た
り
、
化
学
者
三
山
喜
三
郎
（
一
八
七
三
〜
不
祥）

35
（

）
を
呼
ぶ
な

ど
し
て
、
漆
の
改
良
を
試
み
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
は
、
同
業
者
の
競

争
、
粗
製
濫
造
を
防
ぐ
目
的
で
大
阪
漆
器
商
組
合
を
組
織
し
、
ま
た
翌
年
島
佐

兵
衛
と
と
も
に
大
阪
市
に
働
き
か
け
、
市
立
図
案
調
整
所
を
設
立
す
る
な
ど
、

漆
器
図
案
の
改
良
に
尽
力
し
た）

36
（

。

（
ニ
）
中
川
芝
泉
（
一
八
四
六
〜
一
八
九
七
）

　

資
料
④
に
よ
れ
ば
、
中
川
芝
泉
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
京
都
に
生
ま
れ

て
い
る
。
幼
い
頃
か
ら
絵
を
好
み
、
十
七
、
八
歳
の
頃
か
ら
鈴
木
玉
船）

37
（

に
つ
い

て
蒔
絵
を
学
び
、
二
十
歳
で
芝
川
又
右
衛
門
に
招
聘
さ
れ
、
大
阪
に
移
り
蒔
絵

に
専
念
し
た
。
明
治
二
十
一
年
に
は
芝
川
が
住
友
吉
右
衛
門
と
共
同
出
資
で
は

じ
め
た
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
（
浪
花
蒔
絵
所
か
ら
改
称
）
の
教
授
長
と
な
り
、

蒔
絵
の
制
作
と
指
導
に
あ
た
っ
た
。
直
接
の
門
下
に
は
高
橋
芝
豊
、
大
津
定
次

郎
が
あ
り
、
浪
花
蒔
絵
所
の
出
身
者
に
は
橘
芝
青
、
山
内
芝
仙
な
ど
が
い
る
。

中
川
芝
泉
は
明
治
三
十
年
、
五
十
二
歳
で
病
没
し
て
い
る
。
日
本
蒔
絵
合
資
会

社
は
内
外
の
博
覧
会
に
優
品
を
出
品
し
、
受
賞
し
て
い
る
が
、
シ
カ
ゴ
万
国
博

覧
会
に
出
品
さ
れ
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
芙
蓉
薔
薇
鶉
蒔
絵

額
」
な
ど
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
出
品
作
を
中
川
芝
泉
の
主
導
で
作
ら
れ
た
作
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
ホ
）
川
端
佐
七
（
二
代
近
左
）（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
一
）

　

川
端
家
は
京
都
二
条
高
倉
上
ル
で
代
々
岡
山
藩
、
豊
岡
藩
の
御
用
油
商
を
つ

と
め
た
が
、
蒔
絵
に
転
じ
、
近
江
屋
佐
兵
衛
の
名
か
ら
初
代
が
近
左
と
号
し
た
。

元
治
元
年（
一
八
六
四
）蛤
御
門
の
変
で
火
災
に
あ
っ
た
た
め
、
慶
応
二
年（
一

八
六
六
）、
岡
倉
天
心
の
す
す
め
と
三
井
家
の
後
援
に
よ
り
長
男
川
端
玉
章（
日

本
画
家
）
と
と
も
に
江
戸
に
移
っ
た）

38
（

。

　

二
代
近
左
（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
一
）
は
本
名
を
佐
七
と
い
い
、
初
代
（
一

八
一
八
〜
一
八
八
九
）
の
弟
。
初
代
の
長
男
玉
章
が
画
家
と
な
っ
た
た
め
、
二

代
を
継
ぎ
、
茶
道
具
商
春
海
商
店
や
戸
田
商
店
、
袋
物
商
土
田
湖
流
ら
の
招
き

に
よ
っ
て
大
阪
に
移
り
住
む
。
茶
具
の
製
作
と
と
も
に
、
光
琳
、
光
悦
風
の
蒔

絵
を
好
み
、
博
覧
会
、
共
進
会
の
審
査
員
を
勤
め
、
大
阪
漆
器
青
年
会
の
た
め

に
尽
く
し
た
。

　

三
代
近
左
（
一
八
五
三
〜
一
九
一
二
）
は
初
代
近
左
の
三
男
義
洞
京
都
に
生

35 　

三
上
平
三
郎
は
東
京
帝
国
大
学
卒
。
漆
塗
料
が
専
門
。
工
業
試
験
所
部
長
、
朝
鮮
総

督
府
中
央
試
験
所
長
な
ど
を
勤
め
る
。

「
彩
漆
試
験
報
告
」
東
工
試
報 N

o.4 p
1-9

東
京
工
業
試
験
所
な
ど
が
あ
る
。

36 　

田
中
平
三
郎
の
名
は
田
中
平
三
郎
は
初
代
大
阪
美
術
倶
楽
部
会
長
と
『
東
区
史
』
文

化
篇
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
明
治
四
十
四
年
に
大
阪
商
業
会
議
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
大

阪
商
工
名
録
』
に
は
「
漆
、
漆
器
、
塗
物
」
の
業
者
の
な
か
に
田
中
合
名
会
社
（
婚
礼

用
其
他
古
美
術
漆
器
兼
雑
類
、
大
阪
、
卸
小
売
）
と
あ
る
。

37 　

鈴
木
玉
船（
一
八
三
二
〜
一
八
九
九
）は
京
都
の
蒔
絵
師
。
明
治
九
年
、
山
本
利
兵
衛
、

富
田
幸
七
と
と
も
に
金
刀
比
羅
神
社
本
宮
の
天
井
・
壁
に
蒔
絵
を
施
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

38 　

以
下
川
端
近
左
に
つ
い
て
の
記
事
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。「
愈
好
斎
宗
匠
と
大

阪
を
中
心
と
し
た
職
方
」
木
津
宗
詮
『
聴
松̶

愈
好
斎
の
茶
の
湯̶

武
者
小
路
千
家
代

十
二
世
愈
好
斎
聴
松
宗
守
居
士
五
十
回
忌
紀
年
』
平
成
十
四
年　

武
者
小
路
千
家
官
休

庵
。
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ま
れ
た
。
二
代
に
跡
継
が
な
か
っ
た
た
め
北
陸
海
運
北
陸
汽
船
に
勤
務
し
て
い

た
が
、
明
治
三
十
四
年
に
大
阪
に
来
て
家
業
を
継
い
だ
。
彫
刻
、
絵
画
に
も
造

詣
が
深
く
、
新
し
い
工
藝
運
動
に
活
躍
す
る
が
、
明
治
四
十
五
年
五
十
九
歳
で

没
す
。

　

四
代
近
左
（
一
八
九
一
〜
一
九
七
五
）
対
三
郎
は
、
三
代
の
兄
の
三
男
で
あ

る
。
初
代
の
長
男
玉
章
と
二
代
の
弟
子
川
合
漆
仙
が
相
談
に
よ
り
、
対
三
郎
を

三
代
の
養
子
と
し
た
。
四
代
近
左
が
大
阪
と
の
関
わ
り
の
深
か
っ
た
武
者
小
路

千
家
愈
好
斎
の
職
方
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
に
よ
り
川
端
家
が
そ
の
後
も
代
々

大
阪
で
漆
工
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

五
代
近
左
（
一
九
一
五
〜
一
九
九
九
）
川
端
三
義
は
奈
良
に
生
ま
れ
、
四
代

に
入
門
、
四
代
の
養
女
（
姉
の
末
子
）
の
婿
養
子
と
な
り
、
川
端
家
を
継
ぐ
。

　

六
代
近
左
（
一
九
四
七
〜
）
本
名
一
价
、
五
代
の
長
男
平
成
十
三
年
、
近
左

を
襲
名
す
る
。

（
ヘ
）
川
合
漆
仙
（
一
八
六
八
〜
一
九
二
八
）

　

漆
仙
は
本
名
を
信
太
郎
と
い
い
、
初
代
川
端
近
左
に
入
門
。
資
料
⑤
に
よ
れ

ば
、
藤
田
伝
三
郎
の
知
遇
を
う
け
る
と
あ
る
。
藤
田
伝
三
郎
の
蒐
集
し
た
道
具

を
入
れ
る
箱
、
い
わ
ゆ
る
藤
田
箱
制
作
を
一
手
に
ひ
き
う
け
た
指
物
師
は
二
代

芦
田
真
阿
（
一
八
七
〇
〜
一
九
二
八
）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
川
端
左
七
と
と
も

に
、
川
合
漆
仙
も
そ
の
塗
り
を
ひ
き
う
け
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
大
正
天
皇

銀
婚
式
に
際
し
て
大
阪
府
か
ら
の
献
上
品
の
制
作
に
関
わ
り
、
大
阪
市
美
術
協

会
、
大
阪
府
工
芸
協
会
の
設
立
に
も
参
画
し
た
。
川
端
近
左
同
様
武
者
小
路
千

家
愈
好
斎
の
職
方
と
し
て
家
元
好
み
の
道
具
を
制
作
し
昭
和
三
年
に
没
し
た
。

息
子
の
幸
太
郎
が
大
林
家
の
後
援
で
跡
を
継
ぐ
が
後
に
廃
業
し
、
芦
屋
の
打
出

で
書
店
を
営
ん
だ
と
い
う
。

（
ト
）
吉
田
一
閑　
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
四
）

　

三
代
吉
田
一
閑
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
京
都
に
生
ま
れ
る
。
吉
田
一
閑

の
初
代
は
休
兵
衛
と
い
い
、
江
戸
末
期
に
大
阪
で
鞘
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
た

と
い
い
、
二
代
一
閑
（
〜
一
八
七
七
）
は
一
閑
張
を
職
と
し
て
い
た
と
い
う
。

三
代
は
二
代
の
次
男
で
熊
七
と
い
い
、
家
業
を
継
ぐ
と
と
も
に
武
者
小
路
千
家

一
指
斎
に
入
門
す
る
。

　

四
代
一
閑
（
一
八
八
一
〜
一
九
四
七
）
は
本
名
を
光
太
郎
と
い
う
。
明
治
十

四
の
生
ま
れ
で
、
武
者
小
路
千
家
愈
好
斎
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
武
者
小
路
千

家
の
職
方
と
し
て
の
道
具
を
数
多
く
作
っ
た
。
京
都
の
飛
来
一
閑
に
対
し
て
浪

華
一
閑
と
い
わ
れ
る
名
工
で
、「
竟
求
一
閑
」
と
署
名
し
た
。
四
大
の
長
男
佐

久
穂
は
東
京
美
術
学
校
の
漆
器
科
を
卒
業
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
が
戦

死
し
た）

39
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。

（
チ
）
今
村
洋
渡　
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
二
）

嘉
永
元
年
（
一
八
四
七
）
川
辺
郡
神
崎
村）

40
（

の
医
師
の
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
清

吉
、
京
都
の
佐
野
長
貫
（
寛
）
に
入
門
、
明
治
八
年
今
村
平
助
の
養
子
と
な
る
。

明
治
二
十
二
年
（
一
九
八
九
）
か
ら
二
年
間
、
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
を
ま
わ
り
帰
国
す
る
。
日
英
博
覧
会
の
大
阪
市
出
品
物
に
漆
を
塗
る
な
ど
公

共
の
仕
事
も
多
く
こ
な
し
、
明
治
天
皇
大
葬
の
御
轜
車
の
塗
装
を
拝
命
す
る
。

大
正
十
一
年
没
。
二
代
今
村
洋
渡
は
大
橋
氏
が
継
ぐ
。

　

以
上
、
資
料
④
と
⑤
に
加
え
て
若
干
の
資
料
か
ら
八
人
の
漆
工
に
つ
い
て
ま

と
め
た
。
博
覧
会
や
共
進
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
ほ
か
に
も
漆
器
商
、
塗
師
、

蒔
絵
師
な
ど
の
名
が
多
数
あ
が
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
金
沢
か
ら
大
阪
に
来

て
蒔
絵
師
と
な
っ
た
越
田
尾
山
（
一
八
七
四
〜
不
祥
）、
同
じ
く
神
戸
雪
汀
（
一

39 　

本
稿
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
、
吉
田
一
閑
に
つ
い
て
は
作
品
調
査
の
ご
許
可
を
い
た

だ
い
た
。
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資
料
⑤
に
は
神
崎
郡
川
辺
村
と
あ
る
が
、
川
辺
郡
神
崎
村（
現
尼
崎
市
）の
間
違
い
か
。

ま
た
佐
野
長
貫
は
長
寛
（
一
七
九
四
〜
一
八
五
六
）
の
誤
か
。
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八
七
五
〜
一
九
七
一
）、
島
野
三
秋
（
一
八
七
七
〜
一
九
六
五
）
な
ど
作
品
や

履
歴
が
い
く
ら
か
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
資
料
⑤
に
名
前
の
あ
が
る
中
川
忠
兵

衛
、
今
村
洋
渡
の
よ
う
に
履
歴
は
わ
か
る
が
作
品
が
確
認
で
き
な
い
も
の
、
そ

し
て
目
録
に
名
前
が
あ
が
る
東
門
五
兵
衛
、
蔦
田
英
輝
の
よ
う
に
、
現
在
で
は

履
歴
、
関
連
作
品
と
も
に
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
て
表

１
の
①
の
下
部
に
簡
単
に
整
理
し
た
。

二
、
近
代
大
阪
に
お
け
る
漆
器
制
作

　
（
一
）
漆
器
商
と
輸
出

　

江
戸
期
に
は
椀
や
膳
な
ど
、
日
常
漆
器
が
主
体
で
あ
っ
た
大
阪
に
お
け
る
漆

器
制
作
が
増
加
に
転
じ
た
の
は
明
治
二
十
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。　

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
上
野
公
園
で
開
か
れ
た
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共

進
会
に
大
阪
か
ら
の
出
品
は
前
述
の
よ
う
に
は
五
人
二
十
三
件
に
す
ぎ
な
い
。

同
年
刊
行
さ
れ
た
『
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
第
四
区
陶
漆
器
審
査
報
告
附
録

講
話
会
筆
記
』
に
は
大
阪
府
は
陶
漆
器
と
も
生
産
量
が
少
な
く
、
そ
の
た
め
共

進
会
へ
の
出
品
も
少
な
い
と
述
べ
て
い
る
。翌
年
に
農
商
務
省
が
発
行
し
た『
府

県
漆
器
沿
革
漆
工
伝
統
誌
』（
資
料
①
）
に
は
大
阪
府
の
漆
器
業
者
と
し
て
東

門
五
兵
衛
、
春
井
清
三
郎
な
ど
三
名
が
あ
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。　

　

状
況
の
変
化
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
関
西

府
県
連
合
共
進
会
か
ら
徐
々
に
見
ら
れ
る
。
大
阪
か
ら
は
後
に
日
本
蒔
絵
合
資

会
社
を
起
こ
す
実
業
家
と
な
っ
た
芝
川
又
右
衛
門
が
五
点
の
作
品
を
出
品
し
て

お
り
、
二
年
後
の
明
治
二
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

は
東
門
五
兵
衛
、
蔦
田
英
三
郎
（
英
輝
））

41
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、
芝
川
又
右
衛
門
、
安
原
清
、
小
国

長
兵
衛
、
加
藤
武
左
衛
門
が
加
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
二
十
六
年
の
シ
カ

ゴ
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
に
は
山
中
吉
郎
兵
衛
、
日
本
蒔
画
合
資
会
社
な
ど
が
出

品
。
そ
し
て
、
明
治
二
十
七
年
に
開
催
さ
れ
た
第
五
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会

に
は
、
大
阪
か
ら
の
出
品
が
五
十
七
点
、
四
十
名
、
う
ち
受
賞
者
が
十
九
名
と

急
激
に
増
加
す
る
。
報
告
書
に
は
大
阪
府
出
品
漆
器
の
進
歩
が
著
し
く
金
沢
に

追
い
つ
く
ぐ
ら
い
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
お
り
、
形
状
図
案
等
を
研
究
す
れ
ば

好
評
を
博
す
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
共

進
会
以
降
は
漆
器
部
門
の
審
査
員
に
大
阪
か
ら
初
め
て
安
原
清
が
選
ば
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
明
治
二
十
八
年
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
芝
川
又
平
の
日

本
蒔
絵
合
資
会
社
優
品
四
種
六
点
を
出
品
し
、
う
ち
群
蝶
蒔
絵
料
紙
硯
箱
は
有

功
三
等
賞
を
う
け
る
な
ど
高
い
評
価
を
う
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
七
）
に
開
催
さ
れ
た
全
国
漆
器
生
産
府
県
連
合
共

進
会
の
復
命
書
に
よ
れ
ば
、
同
年
に
お
け
る
、
大
阪
に
お
け
る
漆
器
生
産
業
者

は
二
百
十
一
名
、
職
工
五
百
九
十
名
、
産
額
は
八
十
七
万
一
千
余
円
と
あ
る
。

こ
の
共
進
会
に
は
大
阪
府
か
ら
は
十
一
名
が
参
加
し
、
六
百
八
十
九
点
を
出
品

し
て
お
り
、
芝
川
又
右
衛
門
の
紙
製
丸
盆
素
地
が
一
等
賞
を
、
安
原
清
、
田
中

定
次
郎
の
硯
箱
、
藤
原
伊
兵
衛
の
文
台
硯
箱
が
三
等
賞
を
、
森
本
治
三
郎
の
人

力
車
、
東
門
五
兵
衛
の
蝋
色
卓
、
小
国
長
兵
衛
の
碁
盤
、
木
村
楠
右
衛
門
の
会

席
膳
、
山
中
清
七
の
仏
壇
が
四
等
賞
を
受
け
て
い
る
。

　

大
阪
に
お
け
る
明
治
二
十
年
代
の
漆
器
生
産
の
増
加
は
、
政
府
に
よ
る
殖
産

興
業
政
策
、
輸
出
漆
器
の
制
作
と
関
わ
っ
て
い
る
。
神
戸
の
開
港
に
あ
わ
せ
て

神
戸
、
大
阪
の
貿
易
商
が
漆
器
を
商
う
た
め
に
、
大
阪
に
工
人
を
集
め
輸
出
漆

器
の
制
作
が
開
始
さ
れ
た
。
池
田
清
助
の
越
後
屋
、
丸
越
組
を
通
し
て
、
英
国

に
作
品
を
輸
出
し
た
五
代
春
井
清
三
郎
、
そ
し
て
六
代
春
井
清
三
郎
（
恒
眠
）。

同
じ
く
池
田
に
よ
っ
て
金
沢
か
ら
招
聘
さ
れ
た
安
原
清
を
筆
頭
に
、
田
中
平
三

41 　

明
治
末
、
四
十
四
年
に
大
阪
商
業
会
議
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
大
阪
商
工
名
録
』
に

蔦
田
栄
三
郎
（
新
古
美
術
蒔
絵
漆
器
所
道
具
、
大
阪
、
製
造
）
と
あ
る
。
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郎
に
よ
っ
て
招
聘
さ
れ
た
浅
野
惣
三
郎
な
ど
、
大
阪
に
は
蒔
絵
師
が
集
め
ら
れ

た
。
こ
れ
は
大
阪
が
江
戸
期
に
漆
の
集
積
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
全
国
所
産
地
か

ら
漆
器
を
集
め
て
販
売
す
る
漆
問
屋
が
あ
っ
た
こ
と
。
職
工
の
街
で
あ
る
京
都

と
貿
易
港
神
戸
に
近
か
っ
た
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
東
京
、

金
沢
、
京
都
な
ど
元
来
の
漆
器
産
地
に
比
べ
て
少
し
遅
れ
を
と
り
な
が
ら
も
、

明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
大
阪
に
お
け
る
漆
器
制
作
は
頂
点
に

達
し
た
。
意
匠
の
工
夫
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
紙
製
漆
器
の
考
案
な
ど
、
大
阪

に
お
い
て
は
良
質
の
漆
器
を
作
る
こ
と
に
目
標
が
お
か
れ
た
。
し
か
し
既
に
述

べ
た
よ
う
に
日
本
か
ら
の
輸
出
漆
器
全
般
に
み
れ
ば
、
輸
出
を
目
的
に
量
産
し

た
安
価
で
質
の
悪
い
漆
器
が
大
量
に
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
粗
製
濫
造
の
結
果
、

海
外
で
漆
器
の
人
気
は
明
治
後
半
以
降
凋
落
す
る
。
そ
し
て
時
代
の
主
流
は
手

工
業
か
ら
軽
工
業
さ
ら
に
は
重
化
学
工
業
へ
と
推
移
す
る
。
そ
の
後
の
大
阪
は

急
速
に
工
業
都
市
へ
と
展
開
し
て
、
大
阪
で
の
漆
器
制
作
は
終
焉
を
迎
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
明
治
期
の
大
阪
に
お
い
て
極
め
て
特
色
あ
る
漆
器
制
作
を
行
っ

た
の
が
芝
川
又
右
衛
門
（
又
平
・
百
々
）
で
あ
っ
た
。
次
に
そ
の
事
蹟
を
簡
略

に
紹
介
し
た
い）

42
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。

（
二
）
芝
川
又
右
衛
門
と
日
本
蒔
絵
合
資
会
社

　

芝
川
又
右
衛
門
（
又
平
・
百
々
）
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
中
川
重
次
郎

の
子
と
し
て
、
京
都
富
小
路
通
丸
太
町
下
ル
に
生
ま
れ
た
。
父
重
次
郎
は
金
沢

の
中
川
仁
右
衛
門
の
養
子
で
京
都
に
移
住
し
て
漆
器
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
。

後
に
重
次
郎
は
重
右
衛
門
を
名
乗
り
、
長
男
が
中
川
重
次
郎
を
継
い
だ
。

　

芝
川
又
右
衛
門
は
十
二
、
三
歳
の
頃
か
ら
近
藤
有
芳
に
入
門
し
需
書
と
岸
派

の
絵
を
、
ま
た
兄
に
つ
い
て
蒔
絵
を
学
び
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
八

歳
の
時
独
立
し
、
中
川
利
三
郎
、
雲
洞
と
号
し
て
蒔
絵
の
制
作
を
始
め
た
。
し

か
し
銅
版
染
付
に
興
味
を
持
ち
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
伊
万
里
か
ら
陶
工

を
呼
び
よ
せ
、
鹿
背
山
焼
を
始
め
、
蒔
絵
師
を
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

そ
し
て
大
阪
の
唐
物
商
に
陶
器
の
販
売
先
を
求
め
て
出
向
い
た
時
、
百
足
屋
芝

川
家
か
ら
娘
婿
に
と
請
わ
れ
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
）
芝
川
家
に
養
子
に
入

り
、
唐
物
小
間
物
商
を
始
め
る
。
江
戸
時
代
末
の
開
国
、
明
治
維
新
を
乗
り
越

え
、
芝
川
又
右
衛
門
は
実
業
家
と
し
て
成
功
を
お
さ
め
、
唐
物
商
組
合
設
立
、

堂
島
米
商
会
所
設
立
、
大
阪
商
法
会
議
所
設
立
な
ど
に
も
関
わ
っ
た
。
そ
の
間

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
家
督
を
二
代
目
又
右
衛
門
に
譲
り
又
平
と
名
乗

っ
た
。

　

芝
川
又
平
が
再
び
蒔
絵
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
十
八
（
一
八
八

五
）、
九
年
頃
で
あ
る
。
道
修
町
四
丁
目
の
持
ち
家
を
職
場
と
し
て
京
都
か
ら

中
川
忠
兵
衛
（
一
八
四
六
〜
一
八
九
七
）
ら
を
招
き
蒔
絵
の
後
継
者
の
養
成
を

始
め
る
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
組
織
的
に
蒔
絵
を
習
得
さ
せ
、

そ
の
技
術
を
伝
承
す
る
た
め
に
美
術
蒔
絵
学
校
設
立
を
企
て
る
。
し
か
し
蒔
絵

師
を
養
成
す
る
学
校
の
運
営
に
は
莫
大
な
経
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
設

立
は
す
ぐ
に
は
実
現
せ
ず
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
四
月
、
同
じ
く
大

阪
の
実
業
界
を
率
い
る
住
友
吉
左
衛
門
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
六
）
と
折
半
で

出
資
し
、
道
修
町
四
丁
目
に
組
合
事
業
と
し
「
有
限
責
任
浪
花
蒔
絵
所
」
を
漸

く
開
設
し
た
。
蒔
絵
学
校
設
立
趣
意
書
に
は
設
立
の
目
的
と
し
て
「
漆
工
、
蒔

絵
の
美
術
を
奨
励
し
本
邦
特
有
の
技
倆
を
保
存
し
且
つ
益
々
発
達
せ
し
め
後
学

を
養
成
せ
ん
こ
と
を
主
と
し
漆
工
蒔
絵
の
技
倆
を
授
く
」
と
あ
る
。
芝
川
の
浪

花
蒔
絵
所
で
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
京
都
か
ら
招
か
れ
た
蒔
絵
師
中
川
忠
兵

42 　

芝
川
又
右
衛
門
と
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
に
つ
い
て
は
、
資
料
⑪
『
芝
蘭
遺
芳
』（
津
枝

謹
爾
編　

芝
川
又
四
郎
刊　

昭
和
十
九
年
）、『
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
顛
末
』（
千
島
土
地

株
式
会
社
か
ら
資
料
の
御
提
供
を
う
け
た
）
を
参
考
に
し
た
。
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衛
で
あ
っ
た
。
学
生
は
試
験
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
、
修
業
期
間
は
五
年
と
さ
れ

た
。
授
業
時
間
は
一
週
間
八
十
四
時
間
、
一
日
十
二
時
間
、
午
前
七
時
始
業
で
、

午
後
七
時
修
業
。
毎
月
一
日
、
十
五
日
、
年
末
年
始
が
休
み
、
生
徒
は
通
学
と

貸
費
生
の
二
種
で
あ
っ
た
。
貸
費
生
は
卒
業
後
三
年
間
は
学
校
に
通
い
後
進
の

指
導
を
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。

　

開
校
と
前
後
し
て
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
八
三
）
米
国
シ
カ
ゴ
で
、
コ
ロ

ン
ブ
ス
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
住
友
の
総
理
事
広
瀬
宰

平
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
四
）
は
博
覧
会
へ
の
参
加
を
日
本
固
有
の
蒔
絵
を
世

界
に
紹
介
す
る
好
機
と
と
ら
え
、
出
品
に
向
け
た
制
作
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
の

博
覧
会
出
品
の
た
め
、
有
限
責
任
浪
花
蒔
絵
所
も
組
合
事
業
か
ら
法
人
組
織
へ

と
改
革
が
す
す
め
ら
れ
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
は
芝
川
又
平
を
社
長

と
す
る
有
限
責
任
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
が
誕
生
す
る
。

　

シ
カ
ゴ
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
に
は
日
本
漆
器
は
通
常
品
と
美
術
品
に
分
け
ら

れ
、
美
術
品
は
美
術
館
に
出
品
さ
れ
た
。
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
で
は
事
前
に
森

村
市
太
郎
、
岡
倉
天
心
（
市
八
六
三
〜
一
九
一
三
）、
今
泉
雄
作
（
一
八
五
〇

〜
一
九
三
一
）
ら
と
、
出
品
作
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
出
品
物
は
「
花
鳥
蒔

絵
棚
」、「
吉
野
山
蒔
絵
料
紙
文
庫
」、「
獅
子
蒔
絵
文
台
硯
」、「
光
琳
硯
箱
」、「
片

輪
車
蒔
絵
菱
箱
」、「
瓜
型
菓
子
器
」、「
茅
屋
菓
子
器
」「
花
筏
菓
子
器
」、「
柿

形
菓
子
器
」、「
石
榴
形
菓
子
器
」、「
琵
琶
形
菓
子
器
」、」「
生
子
形
菓
子
器
」、

「
八
角
貝
尽
蒔
絵
菓
子
器
」、「
乗
合
舟
蒔
絵
硯
箱
」、「
蒔
絵
客
椅
子
」、「
蒔
絵

夫
婦
椅
子
」、「
蒔
絵
小
児
椅
子
」、「
蒔
絵
長
椅
子
」、「
蒔
絵
テ
ー
ブ
ル
」
と
し

東
京
に
送
っ
た
。
東
京
で
の
監
査
の
結
果
、
こ
の
う
ち「
乗
合
舟
蒔
絵
硯
箱
」、

「
花
筏
菓
子
器
」、「
八
角
貝
尽
蒔
絵
菓
子
器
」
の
三
点
が
美
術
品
と
し
て
美
術

館
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
博
覧
会
に
は
こ
れ
ら
の
渾
身
作
が
送
ら
れ
、

日
本
蒔
絵
合
資
会
社
か
ら
は
野
呂
邦
之
助
が
同
行
し
た
。
し
か
し
運
悪
く
米
国

の
不
況
に
よ
っ
て
、
う
ち
「
吉
野
山
蒔
絵
料
紙
文
庫
」、「
蒔
絵
客
椅
子
」
の
二

点
の
作
品
が
銅
牌
を
受
け
る
が
、
出
品
作
は
売
れ
残
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
ほ
か
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
八
五
）
第
四
回
内

国
勧
業
博
覧
会
、
明
治
三
十
年
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
第
六
回
関
西
府
県
連
合
共

進
会
、
同
年
同
じ
く
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
五
二
会
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日
本

美
術
協
会
大
阪
支
会
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
八
八
）
全
国
漆
器
生
産
府
県
連

号
共
進
会
な
ど
に
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
は
蒔
絵
を
出
品
し
各
種
の
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。

　

そ
の
間
、
芝
川
の
徒
弟
の
第
一
期
生
と
し
て
橘
猪
太
郎
（
芝
青
）
が
育
ち
、

ま
た
浪
花
蒔
絵
所
の
卒
業
生
と
し
て
山
内
安
次
郎
（
芝
仙
）、
井
筒
猪
之
助
、

井
上
よ
ね
の
三
名
の
名
が
記
録
に
の
こ
る
。
さ
ら
に
明
治
三
十
年
、
三
十
一
年

に
職
工
と
し
て
在
籍
し
た
も
の
の
記
録
と
し
て
、
中
川
忠
兵
衛）

43
（

、
柴
田
清
七
、

木
下
貞
吉
、
橘
猪
太
郎
、
井
上
治
助
、
加
藤
一
郎
、
柳
川
治
平
、
古
原
直
松
、

尾
関
源
太
郎
、
吉
田
七
之
助
、
吉
田
為
之
助
の
名
が
あ
が
る）

44
（

。

　

明
治
二
十
六
年
四
月
か
ら
二
十
九
年
六
月
の
三
年
間
に
製
造
し
た
作
品
数
は

料
紙
文
庫（
八
）、
文
台
硯
箱（
七
）、
板
文
庫（
十
）、
棚（
二
）、
花
月
台（
三
）、

遠
山
台
（
三
）、
硯
箱
（
八
十
五
）、
茶
箱
（
三
）、
吸
物
碗
（
一
九
束
）、
菓
子

器
（
四
十
八
）、
四
重
箱
（
六
十
一
）、
盃
洗
（
三
十
四
）、
盃
台
（
三
十
）、
香

合
（
六
）、
棗
（
十
五
）、
箱
（
二
十
七
）、
額
（
三
）、
広
蓋
）（
十
二
）、
煙
草

盆
（
一
二
八
）、
煙
草
入
（
二
三
）、
巻
煙
草
入
（
三
十
五
）、
煮
物
椀
（
六
束
）、

煙
草
入
筒
（
十
二
）、
小
箱
（
三
十
四
）、
入
子
重
（
八
）、
短
冊
箱
（
一
）、
重

43 　

そ
の
間
中
心
と
な
っ
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
中
川
忠
兵
衛
が
明
治
三
十
年
に
五
十

二
才
で
病
没
し
て
い
る
。

44 　

こ
の
う
ち
橘
猪
太
郎
が
資
料
④
に
あ
る
橘
芝
豊
、
山
内
安
次
郎
が
山
内
芝
豊
と
推
測

で
き
る
。
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箱
（
一
荷
）、
盆
（
十
五
）、
小
楊
枝
入
（
九
）、
小
刀
類
（
六
十
四
）、
箸
（
三

十
）、
紙
製
盆
類
（
三
○
九
）、
価
格
の
概
算
約
二
万
四
千
二
百
十
八
円
。
一
年

間
約
八
千
余
円
、
紙
製
の
盆
を
の
ぞ
い
て
約
百
点
の
作
品
を
制
作
し
て
い
た
。

　

作
品
の
制
作
日
数
は
、
大
作
「
波
草
花
蒔
絵
文
台
硯
」
一
組
の
場
合
、
八
百

九
十
日
と
十
時
間
三
十
分
。
所
用
金
粉
六
十
二
匁
六
分
一
厘
、
制
作
原
価
計
六

百
二
十
二
円
九
十
銭
一
厘
、
小
品
「
山
水
八
角
菓
子
器
」
の
場
合
、
制
作
日
数

七
十
四
日
三
時
間
五
十
分
。
所
用
金
粉
八
匁
三
分
五
厘
、
制
作
原
価
計
九
十
円

十
三
銭
八
厘
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
小
國
（
小
国
長
兵
衛
か
）
に
百
三
十
五
円
で
売
却
し
た
と
記
し
て
い

る
か
ら
、
工
程
と
原
価
の
内
訳
を
見
る
と
一
個
を
製
造
す
る
の
に
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
、
多
量
の
金
粉
を
要
す
る
た
め
、
こ
れ
を
工
場
と
し
て
経
営
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
博
覧
会
で
は
優
秀
な
成
績
を

収
め
、宮
内
庁
買
上
な
ど
の
実
績
を
積
ん
だ
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
で
あ
っ
た
が
、

営
利
を
目
的
と
し
た
会
社
と
し
て
経
営
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
明
治
三
十

一
年
十
月
二
十
二
日
、
住
友
家
と
協
議
の
上
、
会
社
を
解
散
し
出
資
金
を
精
算

分
配
、
後
は
芝
川
家
の
事
業
と
し
て
半
製
品
の
完
成
に
従
事
す
る
こ
と
と
、
別

に
設
け
た
紙
製
漆
器
工
場
に
力
を
そ
そ
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
芝
川
又

平
の
蒔
絵
に
対
す
る
思
い
は
醒
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
治
三
十
三
年
の
パ
リ

万
国
博
覧
会
、
明
治
三
十
六
年
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
、
芝
川
又
右
衛

門
の
名
義
で
蒔
絵
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。

　

日
本
蒔
絵
合
名
会
社
解
散
の
後
、
芝
川
が
取
り
組
ん
だ
紙
製
漆
器
に
つ
い
て

少
し
だ
け
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
芝
川
と
紙
製
漆
器
制
作
と
の
関
わ
り
は
明
治
二

十
六
年
頃
に
遡
る
。
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
漆
器
を
出
品
す
る
際
、
欧
米
の
乾

燥
し
た
空
気
の
中
で
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
漆
器
を
ど
の
よ
う
に
し
て
作
る
か

が
課
題
と
な
っ
た
。
東
京
工
業
学
校
校
長
手
島
精
一（
一
八
五
〇
〜
一
九
一
八
）

か
ら
紹
介
を
受
け
、
か
つ
て
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
ト
・
ワ
グ
ネ
ル
に
つ
い
て
応
用
化

学
を
学
ん
だ
紙
製
漆
器
研
究
者
間
瀬
精
一
に
、
芝
川
家
が
出
資
す
る
形
で
明
治

二
十
七
年
一
月
か
ら
西
区
三
軒
屋
町
に
あ
っ
た
芝
川
家
の
土
蔵
内
に
仮
工
場
を

設
け
、日
本
蒔
絵
合
資
会
社
の
事
業
と
し
て
紙
製
漆
器
の
制
作
が
開
始
さ
れ
た
。

　

明
治
三
十
年
に
は
英
国
の
ヘ
ン
リ
ー
ペ
リ
ー
社
か
ら
汽
動
水
圧
器
を
購
入
し

製
造
を
開
始
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
、
紙
製
漆
器
工
場
を
蒔
絵

会
社
か
ら
切
り
離
し
、
木
津
川
沿
い
千
島
新
田
で
芝
川
紙
製
漆
器
工
場
と
し
て

創
業
し
た
。
漆
器
の
素
地
は
鋼
鉄
製
の
型
に
よ
っ
て
圧
搾
す
る
と
い
う
た
し
か

に
理
想
的
な
手
法
で
あ
っ
た
が
、
金
型
の
製
造
を
行
う
鉄
工
所
を
も
経
営
監
督

す
る
な
ど
、
さ
ら
に
手
間
を
増
や
す
こ
と
と
な
り
、
製
品
価
格
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
経
営
困
難
に
陥
る
。

　

そ
の
結
果
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
蒔
絵
事
業
か
ら
完
全
に
撤

退
、
紙
製
漆
器
工
場
一
本
に
絞
り
、
農
商
務
省
か
ら
補
助
を
受
け
る
な
ど
立
て

直
し
を
図
る
。
そ
の
間
明
治
三
十
九
年
に
は
工
場
組
織
を
改
め
、
芝
川
漆
器
合

名
会
社
と
社
名
を
変
更
す
る
、
し
か
し
結
局
経
営
は
う
ま
く
い
か
ず
、
明
治
四

十
四
年
（
一
九
一
一
）、
工
場
か
ら
の
出
火
を
機
に
休
業
し
、
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
年
芝
川
漆
器
合
名
会
社
は
解
散
し
た
。

　

蒔
絵
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
実
業
家
芝
川
平
で
あ
っ
た
が
、
良
質
の

蒔
絵
、
漆
器
の
制
作
を
事
業
と
し
て
継
続
し
、
蒔
絵
を
量
産
す
る
こ
と
は
つ
い

に
適
わ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
が
短
期
間
に
多
量
の
良

質
な
蒔
絵
を
制
作
し
た
こ
と
は
記
録
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に

確
認
で
き
て
い
る
の
は
数
点
に
す
ぎ
な
い
。
残
念
な
こ
と
に
銘
を
持
た
な
い
も

の
が
多
く
、
日
本
漆
器
合
名
会
社
と
記
す
箱
が
な
い
限
り
は
な
か
な
か
そ
の
作

と
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
お
そ
ら
く
相
当
数
の
作
品
が
あ
る
は
ず
で
あ
る

か
ら
今
後
僅
か
な
基
準
作
品
を
分
析
し
て
、
作
風
や
材
質
の
特
徴
を
特
定
し
、
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日
本
蒔
絵
合
資
会
社
の
制
作
し
た
作
品
を
同
定
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る）

45
（

。
ま

た
紙
製
漆
器
に
つ
い
て
も
今
の
と
こ
ろ
基
準
作
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
調

査
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）
武
者
小
路
千
家
十
二
世
愈
好
斎
好
み
の
茶
道
具

　

大
阪
に
お
け
る
輸
出
を
視
野
に
い
れ
た
組
織
的
な
蒔
絵
制
作
は
明
治
十
年
代

に
始
ま
り
明
治
二
十
年
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
興
隆
す
る
が
、
明
治
期
を
も

っ
て
終
了
す
る
。
し
か
し
大
阪
に
は
こ
う
し
た
産
業
と
し
て
の
漆
器
制
作
と
は

異
な
る
も
う
一
つ
の
動
き
が
あ
っ
た
、
そ
れ
は
産
業
都
市
大
阪
の
経
済
人
の
嗜

好
、
茶
の
湯
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

　

資
料
⑩
『
東
区
史
』
に
は
金
沢
と
な
ら
ん
で
、
京
都
か
ら
大
阪
に
来
た
工
人

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
人
が
吉
田
一
閑
で
、「
明
治
十
四
年
京
都

北
野
神
社
に
献
茶
が
行
わ
れ
た
の
を
動
機
と
し
て
此
技
再
興
さ
れ
、
以
後
、
藤

田
・
平
瀬
・
広
岡
・
鴻
池
等
の
庇
護
奨
励
に
依
り
継
続
し
て
、
今
日
に
及
ん
で

い
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
も
う
一
人
は
川
端
佐
七
で
、「
明
治
三
十
年
に
大
阪
に

来
り
、
今
橋
一
丁
目
に
住
し
、
家
業
の
髹
漆
蒔
絵
及
び
古
器
物
の
修
繕
を
業
と

し
た
。
彼
は
抹
茶
器
に
多
く
の
名
作
を
だ
し
、
大
阪
茶
人
に
そ
の
技
を
愛
せ
ら

れ
た
。
こ
の
系
統
か
ら
川
合
漆
仙
の
如
き
漆
匠
も
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。」
と

記
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
本
来
京
都
で
活
躍
す
る
べ
き
茶
の
湯
の
職
方
が
な
ぜ
大
阪
に
来
た

の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
も
ち
ろ
ん
大
阪
の
富
豪
の
間
に
茶
の
湯
が
流
行
し
、

伝
来
の
道
具
と
と
も
に
、
当
代
の
道
具
を
制
作
す
る
職
人
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
理
由
は
武
者
小
路
千
家
官
休
庵
の
家
元
愈
好
斎
が
大

阪
と
の
深
い
関
わ
り
の
中
で
育
っ
た
た
こ
と
に
あ
る
。

　

大
阪
、
そ
し
て
範
囲
を
少
し
広
げ
て
阪
神
間
に
居
を
構
え
た
数
寄
者
と
は
平

瀬
露
香（
一
八
三
九
〜
一
九
〇
八
）、
藤
田
伝
三
郎（
一
八
四
一
〜
一
九
一
二
）、

住
友
吉
左
衛
門
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
六
）、
鴻
池
善
右
衛
門
（
一
八
六
五
〜

一
九
三
一
）、
嘉
納
治
兵
衛
（
一
八
六
二
〜
一
九
五
一
）、
上
野
理
一
（
一
八
四

八
〜
一
九
一
九
）、
村
山
龍
平
（
一
八
五
〇
〜
一
九
三
三
）、
小
林
一
三
（
一
八

七
三
〜
一
九
五
七
）
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
ま
た
茶
道
具
を
斡
旋
す
る

道
具
商
戸
田
弥
七
、
春
海
藤
次
郎
、
山
中
吉
郎
兵
衛
な
ど
関
東
に
劣
ら
ぬ
目
利

き
が
大
阪
に
は
そ
ろ
っ
て
い
た
。

　

愈
好
斎
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
表
千
家
久
田
家
の
玄
乗
斎
宗
悦
の

次
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
た
。
愈
好
斎
は
五
歳
で
伯
父
に
あ
た
る
武
者
小
路

千
家
一
指
斎
の
嗣
子
と
な
る
。
し
か
し
一
指
斎
は
明
治
三
十
一
年
五
十
一
歳
で

病
死
、
こ
の
時
愈
好
斎
は
ま
だ
十
歳
で
あ
っ
た
た
め
、
義
母
と
叔
母
と
と
も
に

一
指
斎
の
生
家
で
あ
る
表
千
家
に
ひ
き
と
ら
れ
た
。
武
者
小
路
千
家
は
大
阪
の

平
瀬
露
香
が
家
元
預
と
な
り
、
補
佐
役
と
し
て
筆
頭
職
分
格
の
木
津
宗
泉）

46
（

と
と

も
に
家
元
の
機
能
を
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

愈
好
斎
は
大
阪
の
中
学
を
経
て
、
第
三
高
等
学
校
、
東
京
大
学
へ
と
進
ん
だ
。

そ
し
て
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
卒
業
と
と
も
に
結
婚
し
、
大
阪
の
木
津
宗
泉

（
聿
斎
）
の
も
と
で
武
者
小
路
千
家
の
茶
の
湯
を
学
ぶ
。
同
時
に
こ
の
頃
大
國

壽
郎
（
釜
師
）、
吉
田
一
閑
（
塗
師
）、
福
田
平
兵
衛
（
堀
江
の
商
人
）、
磯
田

狸
庵
、
な
ど
大
阪
の
数
寄
者
、
職
工
と
知
り
合
い
交
流
を
深
め
た
。

　

そ
し
て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
武
者
小
路
千
家
宗
守
を
襲
名
し
、
家
元
と

46 　

木
津
家
は
初
代
木
津
宗
詮
（
一
七
六
〇
〜
一
八
五
八
）
が
大
阪
木
津
の
願
泉
寺
に
生

ま
れ
最
初
住
職
を
継
ぐ
が
、
後
に
江
戸
に
で
て
松
平
不
昧
か
ら
茶
を
学
び
、
そ
の
命
に

よ
り
武
者
小
路
千
家
五
代
宗
守
一
啜
斎
の
門
人
と
な
り
、
後
に
紀
州
家
に
使
え
た
。

45 　
「
芙
蓉
薔
薇
鶉
蒔
絵
額
」（
東
京
国
立
博
物
館
）『
万
国
博
覧
会
の
美
術
』1-265

、「
山

水
蒔
絵
箱
」（
個
人
蔵
）『
万
国
博
覧
会
の
美
術
』1-184

、「
鴛
鴦
蒔
絵
硯
箱
」（
東
京
国

立
博
物
館
）、
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な
っ
た
愈
好
斎
は
、
大
阪
時
代
に
知
遇
を
得
た
職
方
を
重
用
し
た
。
釜
師
二
代

與
兵
衛
（
與
斎
）（
一
九
〇
二
〜
一
九
七
九
）、
同
じ
く
釜
師
大
國
栢
斎
（
一
八

五
六
〜
一
九
三
四
）・
大
國
壽
郎
、
釜
師
初
代
大
森
金
長
（
生
没
年
不
祥
）、
指

物
師
二
代
芦
田
真
阿
（
一
八
七
〇
〜
一
九
二
九
）、
三
代
芦
田
真
阿
（
一
九
〇

二
〜
一
九
五
三
）、
指
物
師
萩
井
木
遊
軒
（
不
祥
〜
一
九
七
三
）、
さ
ら
に
大
阪

の
指
物
師
淡
路
屋
弥
次
兵
衛
の
孫
に
あ
た
る
三
好
木
屑
（
一
八
七
四
〜
一
九
四

二
）、
そ
し
て
塗
師
四
代
川
端
近
左（
一
八
九
一
〜
一
九
七
五
）、
川
合
漆
仙（
）、

三
砂
良
哉
（
一
八
八
七
〜
一
九
七
五
）、
四
代
吉
田
一
閑
（
一
八
八
一
〜
一
九

四
七
）、
打
出
焼
の
二
代
和
田
桐
山
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
七
）、
袋
物
師
土
田

湖
流
、
竹
藝
の
山
本
竹
龍
齋
（
一
八
六
八
頃
〜
一
九
四
五
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。

　

さ
て
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
名
古
屋
松
坂
屋
に

巡
回
し
た
「
大
阪
府
工
藝
品
展
覧
会
」
の
期
間
中
、
松
坂
屋
七
階
管
窺
庵
で
催

さ
れ
た
茶
席
の
道
具
は
、
当
時
の
大
阪
の
工
芸
家
た
ち
と
茶
道
具
と
の
関
わ
り

を
う
か
が
う
興
味
深
い
資
料
で
あ
る）

47
（

。

　
　

松
手
付
莨
盆
火
入
灰
吹
付　
　
　
　

久
須
来
郎

　
　

飾
火
鉢
一
啜
斎
好　
　
　
　
　
　
　

大
森
金
長

　
　

金
明
竹
花
籠　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
竹
龍
齋

　
　

棚　

桐
引
ざ
し　

木
津
聿
斎
好　
　

三
好
木
屑

　
　

茶
杓
（
官
休
庵
箱
書
、
銘
門
松
）　

三
好
木
屑

　
　

茶
入　

サ
サ
蟹
蒔
絵　
　
　
　
　
　

越
田
尾
三

　
　

香
合　

海
辺
松
蒔
絵　
　
　
　
　
　

安
原
祥
窓

　
　

編
竹
炭
斗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
尚
雲
齋

　
　

火
箸
（
木
津
宗
匠
好　

白
銅
飾
）　

大
森
金
長

　
　

釜
釻　

瓢
頭
白
銅　
　
　
　
　
　
　

大
森
金
長

　
　

釜
敷　

藤
編
圓
式　
　
　
　
　
　
　

山
本
竹
龍
齋

　
　

莨
盆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
木
屑

　
　

煙
管　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森
金
長

　
　

香
箸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森
金
長

　
　

建
水　

南
鐐
餌
畚
形　
　
　
　
　
　

大
森
金
長

　
　

菓
子
器
（
愈
好
斎
書
付
）　
　
　
　

吉
田
一
閑

　
　

蓋
置　

竹
製　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
橋
春
齋

　
　

菓
子
器
（
南
鐐
製
ヤ
ン
ポ
）　
　
　

飯
田
勝
美

　
　

風
呂
灰
匙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森
金
長

　
　

風
呂
釜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
國
壽
郎

　
　

茶
碗
及
水
指　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
向
十
三
軒

　
　

風
呂
先
屏
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
庄
兵
衛　
　
　
　
　
　
　
　

　

先
に
紹
介
し
た
官
休
庵
愈
好
斎
と
知
己
の
職
方
が
な
ら
ぶ
と
と
も
に
、「
啜

斎
好
」、「
木
津
聿
斎
好
」、「
官
休
庵
箱
書
」、「
木
津
宗
匠
好
愈
好
斎
書
付
」
な

ど
、
官
休
庵
の
好
み
の
道
具
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
大
阪
府
工
藝
品
展
覧

会
に
お
け
る
呈
茶
が
官
休
庵
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
漆

に
つ
い
て
見
れ
ば
、
職
方
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
数
寄
者
と
し
て
も
愈
好

斎
と
親
し
い
吉
田
一
閑
と
と
も
に
、
明
治
期
に
金
沢
か
ら
招
聘
さ
れ
て
大
阪
で

仕
事
を
し
て
い
た
越
田
尾
山
が
「
サ
サ
蟹
蒔
絵
茶
入
」、
安
原
祥
窓
が
「
海
辺

松
蒔
絵
香
合
」
を
お
道
具
と
し
て
制
作
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
安
原
祥
窓
は

金
沢
出
身
で
大
阪
の
漆
工
界
を
導
い
た
功
労
者
安
原
清
の
次
男
で
あ
る
。

　

安
原
祥
窓
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
十
年
（
一
九
二
一
）、
十
一
年
（
一

九
二
二
）
の
農
商
務
省
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
に
作
品
を
出
品
し
て
お
り
、

47 　

冒
頭
で
紹
介
し
た
『
近
代
大
阪
の
工
芸
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』「
近
代
大
阪
の
工
芸

と
茶
道
」
に
お
い
て
、
下
村
朝
香
氏
が
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
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工
芸
の
出
品
が
初
め
て
認
め
ら
れ
た
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
か
ら
帝
国
美
術

院
展
に
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
越
田
尾
山
も
金
沢
か
ら
大
阪
に
来
て
蒔
絵
を
業

と
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
昭
和
十
六
年
ま
で
連
続
し
て
帝
国
美
術
院

展
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
て
い
る）

48
（

。

　

こ
の
二
人
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
は
、
茶
の
湯

の
道
具
な
ど
を
制
作
し
つ
つ
、
展
覧
会
に
作
品
を
出
品
す
る
と
い
う
近
代
的
な

工
芸
作
家
の
生
活
様
式
が
大
阪
に
お
い
て
も
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
ほ
か
金
沢
か
ら
来
た
神
戸
雪
汀
（
一
八
七
五
〜
一
九
七
一
）
と
い

う
蒔
絵
師
が
い
る
。
雪
汀
に
つ
い
て
は
大
正
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
刊
行
さ

れ
た
『
浪
華
摘
英
』『
続
浪
華
摘
英
』
に
そ
の
履
歴
が
簡
単
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
は
吹
田
市
に
あ
る
西
尾
家
で
家
礼
と
し
て
働
き
な
が
ら
漆
器
を

制
作
し
て
い
た
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
年
、
雪
汀
が
勤
め
て

い
た
西
尾
家
を
会
場
に
、「
蒔
絵
師
神
戸
雪
汀
と
西
尾
家
」
と
い
う
展
覧
会
が

開
か
れ
て
お
り
、
そ
の
作
品
が
漸
く
紹
介
さ
れ
る
に
至
っ
た）

49
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。
展
覧
会
に
際
し

て
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
年
に
大
阪
に
来
て
、
藪
内
即
庵
の

好
み
に
よ
る
道
具
を
作
っ
た
と
あ
り
、
西
尾
家
と
の
縁
も
藪
内
家
か
ら
の
つ
な

が
り
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
雪
汀
の
よ
う
に
蒔
絵
を
志
す
も
の
の
公
の
場
で
活

動
せ
ず
、
特
定
の
数
寄
者
の
家
に
抱
え
ら
れ
た
も
の
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。

結
語

　

以
上
、
今
ま
で
あ
ま
り
省
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
近
代
に
お
け
る
大
阪

の
漆
工
界
に
つ
い
て
、
市
史
、
区
史
、
博
覧
会
・
共
進
会
・
展
覧
会
関
係
の
目

録
、
漆
工
関
係
雑
誌
の
記
事
な
ど
を
手
が
か
り
に
抜
き
出
し
、
そ
こ
か
ら
導
き

だ
さ
れ
る
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
江
戸
期
、
水
陸
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
大
阪
で
は
、
漆
産
地
か

ら
樹
液
を
集
め
精
製
加
工
し
て
全
国
に
卸
売
す
る
漆
商
が
活
躍
し
て
い
た
こ

と
。
そ
の
た
め
日
常
漆
器
を
作
る
職
人
が
お
り
自
給
自
足
が
成
立
し
て
い
た
こ

と
。
し
か
し
高
級
漆
器
に
つ
い
て
は
地
の
理
を
活
か
し
て
産
地
で
あ
る
江
戸
・

京
都
・
金
沢
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
た
こ
と
。
ま
た
取
り
寄
せ
る
と
同
時
に
そ
れ

を
地
方
に
卸
売
す
る
漆
器
問
屋
が
栄
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
江
戸
末
の
開
国
に
よ
っ
て
海
外
と
の
交
易
が
可
能
に
な
る
と
、
神

戸
に
近
い
大
阪
で
は
輸
出
産
業
に
目
が
向
け
ら
れ
る
。
明
治
十
年
代
後
半
、
田

中
平
三
郎
や
池
田
清
助
な
ど
漆
器
卸
商
あ
る
い
は
唐
物
屋
と
称
す
る
輸
出
商
が

工
場
を
大
阪
に
作
り
、
職
人
を
金
沢
や
京
都
か
ら
呼
び
作
品
を
制
作
さ
せ
欧
米

に
輸
出
す
る
こ
と
を
は
じ
め
た
。
こ
の
よ
う
な
輸
出
漆
器
の
制
作
は
明
治
政
府

殖
産
興
業
政
策
と
あ
い
ま
っ
て
増
加
す
る
。
大
阪
の
場
合
は
明
治
二
十
年
代
か

ら
三
十
年
代
に
か
け
て
が
そ
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
大
阪
が
産
出
す
る
良
質
の
蒔

絵
や
漆
器
は
内
外
の
博
覧
会
、
共
進
会
で
も
好
評
を
得
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
最
初
は
蒔
絵
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
実
業
家
芝
川
又
右

衛
門
は
自
ら
の
財
力
を
用
い
、蒔
絵
技
術
を
伝
習
す
る
学
校
を
作
ろ
う
と
す
る
。

こ
の
学
校
は
浪
花
蒔
絵
所
と
い
い
、
後
に
日
本
蒔
絵
合
資
会
社
と
改
称
さ
れ
る

が
、
制
作
し
た
作
品
は
博
覧
会
で
高
評
価
を
得
る
も
の
の
、
結
局
手
間
と
材
料

費
が
か
か
り
す
ぎ
商
売
に
な
ら
ず
、
良
質
の
漆
器
を
量
産
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
と
し
て
事
業
と
し
て
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

大
正
期
に
入
る
と
大
阪
漆
工
界
は
茶
の
湯
道
具
の
制
作
に
関
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
再
生
す
る
。
京
都
の
武
者
小
路
家
千
家
で
は
家
元
一
指
斎
が
没
し
た
時
、
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そ
の
養
子
が
十
歳
で
あ
っ
た
た
め
、
大
阪
の
平
瀬
家
、
木
津
家
が
家
元
を
代
行

す
る
。
長
じ
て
木
津
宗
泉
に
よ
っ
て
大
阪
に
於
い
て
武
者
小
路
流
の
茶
の
湯
を

伝
授
さ
れ
た
武
者
小
路
千
家
愈
好
斎
は
、
大
阪
の
職
方
と
深
く
関
わ
る
。
そ
し

て
そ
の
関
係
を
大
切
に
し
た
た
め
、
大
阪
の
職
工
た
ち
に
官
休
庵
の
茶
の
湯
道

具
を
製
作
す
る
機
会
が
生
ま
れ
る
。
大
阪
は
産
業
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
市
内

か
ら
阪
神
間
に
か
け
て
は
富
裕
な
実
業
家
が
た
く
さ
ん
居
住
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
数
寄
者
の
な
か
に
は
官
休
庵
流
を
楽
し
む
も
の
も
あ
り
、
大
阪
の
職
方
の

道
具
が
茶
の
湯
の
世
界
で
重
宝
さ
れ
た
。
職
方
の
な
か
に
は
、
茶
の
湯
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
農
商
務
省
美
術
展
、
帝
国
美
術
院
展
、
文
部
省
美
術
展
な
ど
に

出
品
し
、
作
家
と
し
て
の
道
を
歩
む
も
の
が
現
れ
る
。

　

明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
大
阪
の
蒔
絵
師
、
塗
師
の
動
向
は
概
ね
こ

の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
時
代
は
急
激
に
変
化
す
る
。
昭

和
十
六
年
の
開
戦
に
よ
っ
て
蒔
絵
師
や
塗
師
は
不
毛
の
時
代
を
迎
え
た
。
な
か

に
は
徴
兵
さ
れ
た
蒔
絵
師
や
塗
師
も
い
る
。
ま
た
残
っ
た
も
の
も
漆
が
統
制
さ

れ
、
道
具
や
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
廃
業
し
た
も
の
も
現
れ
る
。

そ
し
て
戦
死
さ
れ
た
方
々
、空
襲
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
。

大
阪
や
阪
神
間
の
都
市
部
は
焦
土
と
化
し
、作
品
の
多
く
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
戦
後
大
阪
に
現
れ
た
新
た
な
文
化
は
も
は
や
塗
り
や
蒔
絵
を
必
要
と
す

る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
大
阪
は
蒔
絵
や
漆
器
制
作
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
長
ら
く
大
阪
の
漆
工
に
つ
い
て
は
顕
彰
さ
れ
る
こ
と

が
な
く
、そ
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
た
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
は
蒔
絵
や
漆
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
大
阪
の
工
藝
全
般
に
関
し
て
大

な
り
小
な
り
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
二
年
間
に
わ
た
り
、

「
近
代
大
阪
の
工
芸
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
と
し
て
聞
き
書
き
な
ど
資
料
収

集
を
出
来
る
限
り
す
す
め
た
が
、
既
に
半
世
紀
前
の
こ
と
で
あ
り
、
廃
業
し
た

人
、
大
阪
を
離
れ
た
末
裔
の
方
々
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
時
期
が
少
し
遅
か
っ

た
と
悔
や
ま
れ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
調
査
を
す
す
め
て
、
現
在
わ
か
っ
て
い
な

い
人
々
に
つ
い
て
の
履
歴
を
明
ら
か
に
し
、
殆
ど
そ
の
所
在
の
わ
か
っ
て
い
な

い
作
品
に
つ
い
て
の
調
査
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
「
近
代
大
阪
の
工
芸
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
に
加
わ
る
機
会
を
与

え
て
下
さ
い
ま
し
た
宮
島
久
雄
先
生
、
武
石
勇
二
様
、
当
館
篠
雅
廣
館
長
を
は

じ
め
と
し
た
研
究
会
の
皆
様
、ご
助
成
い
た
だ
い
た
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
様
、

そ
し
て
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
資
料
を
ご
提
供
下
さ
り
ご
助
言
賜
り
ま
し

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


